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理
論
（Critical R
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）
の
現
在
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次

は
じ
め
に

第
１
章　

批
判
的
人
種
理
論
の
歴
史

　

第
１
節　

批
判
的
人
種
理
論
の
理
論
的
起
源

　
　

一　

公
民
権
運
動

　
　

二　

批
判
的
法
学
研
究

　
　

三　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

　

第
２
節　

批
判
的
人
種
理
論
の
生
成
・
発
展

　
　

一　

一
九
八
九
年
以
前

　
　

二　

一
九
八
九
年
以
降

　
　

三　

近
年
の
動
向
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六
二

第
２
章　

理
論
の
展
開

　

第
１
節　

こ
れ
ま
で
の
理
論

　
　

一　

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判

　
　

二　

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
手
法

　
　

三　
﹁
差
別
的
意
図
の
要
求
﹂
批
判

　
　

四　

批
判
的
白
人
研
究

　

第
２
節　

二
〇
〇
一
年
以
降
の
理
論
動
向

　
　

一　

議
論
の
発
端―

L
aw

rence

論
文
に
対
す
る
批
判―

　
　

二　

観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
物
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
接
合
の
可
能
性

　

第
３
節　

批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム

む
す
び

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
批
判
的
人
種
理
論
（C

ritical R
ace T

heory

）
に
つ
き
、
特
に
二
〇
〇
一
年
以
降
の
動
向
を
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

批
判
的
人
種
理
論
と
は
、﹁
人
種
と
法
と
権
力
と
の
あ
い
だ
の
関
係
を
改
変
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
根
本
的
な
法
学
運
動
（
１
）﹂、
あ
る
い
は

﹁
法
制
度
は
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ら
力
を
奪
う
と
の
信
条
を
持
つ
、
法
律
の
専
門
集
団―

特
に
学
問
の
世
界―

に
お
け
る
改
革
運

動（
２
）﹂
と
定
義
さ
れ
る
。
批
判
的
人
種
理
論
の
主
要
な
目
的
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
他
の
社
会
的
に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
集
団
の
解
放
で
あ

九
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六
三

る（
３
）。

そ
の
た
め
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
レ
イ
シ
ズ
ム
と
闘
う
た
め
の
様
々
な
方
法
論
を
主
張
す
る
。
ま
た
、
批
判
的
人
種
理
論
に
は
、
行

動
主
義
的
な
側
面
が
あ
り
、
理
論
だ
け
で
は
な
く
、
実
践
も
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
社
会
状
況
を
理
解
す
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
変
革
す
る
こ
と
も
試
み
る
の
で
あ
る
（
４
）。
批
判
的
人
種
理
論
は
、﹁
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
通
し
、
黒
人
の
地
位
を

決
定
し
て
き
た
法
が
果
た
し
て
き
た
役
割
（
５
）﹂

に
着
目
し
、
既
存
の
法
秩
序
に
対
し
、
人
種
を
基
に
し
た
観
点
か
ら
、
自
覚
的
に
批
判
的
な
立

場
を
と
る
（
６
）。

　

D
errick B

ell

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
レ
イ
シ
ズ
ム
は
、﹁
こ
の
社
会
の
、
一
体
を
な
す
、
永
久
不
変
の
構
成
要
素
﹂
で
あ
る
（
７
）。

す
な
わ
ち
、

レ
イ
シ
ズ
ム
は
、﹁
い
つ
か
治
せ
る
心
得
違
い
﹂
で
は
な
い
（
８
）。

黒
人
に
と
っ
て
、
人
種
的
平
等
と
い
う
目
標
は
、﹁
現
実
と
い
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
錯
覚
で
あ
る
（
９
）﹂。

し
か
し
な
が
ら
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
本
質
を
理
解
し
、
そ
れ
と
闘
う
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
﹁
一
時
し
の
ぎ
の
（band-aid

）
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
で
は
な
く
、
外
科
的
あ
る
い
は
科
学
的
、

放
射
線
療
法
の
よ
う
な
、﹁
根
本
的
な
社
会
経
済
的
な
変
革
を
も
た
ら
す
よ
う
な
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
が
必
要
と
さ
れ
る）
₁₀
（

。
そ
の
よ
う

な
認
識
の
下
で
、﹁
合
衆
国
に
お
け
る
自
由
の
伝
統
の
根
幹
に
あ
る
個
人
主
義）
₁₁
（

﹂
の
修
正
を
迫
る
批
判
的
人
種
理
論
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。

　

日
本
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
木
下
教
授
、
大
沢
教
授
ら
に
よ
り
、
批
判
的
人
種
理
論
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
、
同
理
論

を
包
括
的
に
紹
介
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い）
₁（
（

。
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
論
の
文
脈
で
批
判
的
人
種
理
論
を
紹
介
す
る
も
の
は
多
く
あ
る）
₁₃
（

が
、

そ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
論
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
批
判
的
人
種
理
論
が
、﹁
思
想
の
自
由
市
場
論
や
、

従
来
の
表
現
の
自
由
論
が
前
提
と
す
る
個
人
観
・
国
家
観
﹂
を
﹁
鋭
く
批
判
﹂
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
留
意
さ
れ
て

い
な
い）
₁₄
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
批
判
的
人
種
理
論
が
、
従
来
の
個
人
観
・
国
家
観
を
﹁
根
本
か
ら
﹂
変
革
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ヘ

イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
論
に
お
い
て
も
、﹁
表
現
の
自
由
理
論
そ
の
も
の
の
問
い
直
し
を
要
求
す
る）
₁₅
（

﹂
も
の
で
あ
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
、

批
判
的
人
種
理
論
が
主
張
す
る
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
論
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
批
判
的
人
種
理
論
を
概
観
す

九
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六
四

る
こ
と
に
よ
り
、
同
理
論
の
特
徴
を
理
解
し
、
そ
の
主
張
を
真
剣
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
を
め
ぐ
る
議
論
を
、

表
現
の
自
由
の
原
理
論
か
ら
問
い
直
す
必
要
が
あ
る）
₁（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
ア
メ
リ
カ
の
法
理
論
の
根
本
を
問
い
直
す
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
法
理
論
を
、﹁
よ
り
正
確

に
把
握
す
る
た
め
に
は
、避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
を
提
起
し
て
い
る）
₁₇
（

﹂。
ま
た
、二
〇
〇
九
年
に
二
〇
周
年
を
迎
え
た
批
判
的
人
種
理
論
は
、

新
し
い
世
代
が
出
現
し
、
新
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
批
判
的
人
種
理
論
を
、
そ
の
出
現
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史

を
概
観
し
、
二
〇
〇
一
年
以
降
の
、
内
部
対
立
を
中
心
と
し
た
理
論
動
向
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
本
質
を
理
解
す
る
に
あ

た
り
、
批
判
的
人
種
理
論
が
果
た
し
う
る
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
１
章　

批
判
的
人
種
理
論
の
歴
史

第
１
節　

批
判
的
人
種
理
論
の
理
論
的
起
源

　

批
判
的
人
種
理
論
の
理
論
的
起
源
と
し
て
、
公
民
権
運
動
、
批
判
的
法
学
研
究
（C

ritical L
egal Studies

）、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
挙
げ
ら

れ
る）
₁₈
（

。

一　

公
民
権
運
動

　

一
九
七
〇
年
代
に
は
、
多
く
の
弁
護
士
、
法
学
者
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
公
民
権
運
動
が
失
速
し
、
様
々
な
面
に
お
い
て
後
退
し
た
と
の

認
識
を
有
し
て
い
た）
₁₉
（

。A
lan F

reem
an

は
、
公
民
権
法
に
つ
き
、
形
式
上
の
変
化
は
生
じ
た
が
、
実
質
的
な
変
化
は
ほ
ん
の
僅
か
で
あ
っ

た
と
指
摘
し
、
そ
の
結
果
に
照
ら
す
限
り
、
公
民
権
法
の
試
み
は
失
敗
で
あ
っ
た
と
断
じ
て
い
る）
（₀
（

。
ま
た
、B

ell

は
、
公
民
権
運
動
は
、
人

九
三
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五

種
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
達
成
す
る
た
め
の
学
校
の
統
合
を
、
そ
の
計
画
が
、
子
供
が
享
受
す
る
教
育
を
改
善
す
る
か
否
か
よ
り
も
重
要
視
す
る

も
の
で
あ
る
と
批
判
し
た）
（₁
（

。B
ell

は
後
に
も
、
公
民
権
運
動
の
戦
略
は
﹁
時
代
遅
れ
（obsolete

）﹂
で
あ
り
、
黒
人
の
犯
罪
や
、
崩
壊
し

た
家
庭
、
荒
廃
し
た
地
域
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
濫
用
、
婚
姻
外
の
出
産
、
文
盲
、
失
業
、
福
祉
へ
の
依
存
と
い
っ
た
問
題
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
ら
に
寄
与
し
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
と
も
指
摘
す
る）
（（
（

。
す
な
わ
ち
、B

ell

に
よ
る
と
、
公
民
権
運
動
は
、

一
般
の
黒
人
が
求
め
て
い
る
も
の
と
合
致
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
主
な
論
者
と
し
て
は
、B

ell, F
reem

an, R
ichard D

elgado

ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
人
種
が
、
生
物
学
的
現
実
に
基
づ

く
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る）
（₃
（

。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
、
レ
イ
シ
ズ
ム
は
異
常
な
も

の
で
は
な
く
、
通
常
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
黒
人
と
白
人
と
を
同
等
に
扱
う
よ
う
に
要
求
す
る
通
常
の
平
等
や
法
的
ル
ー
ル

で
は
、
有
色
人
種
を
標
的
と
す
る
日
常
的
な
差
別
で
は
な
く
、
特
異
な
も
の
し
か
救
済
で
き
な
い
と
主
張
す
る）
（₄
（

。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お

い
て
、am

icus brief

を
提
出
す
る
こ
と
や
、
行
進
、
新
た
な
訴
訟
戦
略
を
作
り
出
す
こ
と
な
ど
と
い
っ
た
古
い
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
得
ら
れ

る
も
の
は
ま
す
ま
す
少
な
く
な
り
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
さ
れ
た）
（₅
（

。

二　

批
判
的
法
学
研
究（
（（
（

　

批
判
的
法
学
研
究
は
、
当
初
、
一
九
七
〇
年
代
は
基
本
的
に
は
白
人
の
、
ま
た
大
部
分
は
男
性
の
学
術
的
な
学
派
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八

〇
年
代
半
ば
に
は
、
そ
の
中
に
、
有
色
人
種
の
学
者
か
ら
な
る
小
さ
な
学
派
が
で
き
た）
（₇
（

。
批
判
的
法
学
研
究
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
系
譜

を
継
ぐ
一
方
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
の
下
、
西
欧
の
最
近
の
哲
学
・
言
語
学
・
科
学
史
学
な
ど
の
展
開
を
受
け
て
、
法
の
客
観
性
、
中
立

性
、
非
政
治
性
に
対
し
、
疑
義
を
唱
え
、
伝
統
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
法
学
を
批
判
し）
（₈
（

た
）
（₉
（

。
批
判
的
法
学
研
究
は
、﹁
様
々
な
論
者
の
様
々
な

主
張
が
入
り
乱
れ
交
錯
す
る
、
複
雑
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
知
的
運
動
体
と
し
て
存
在
﹂
す
る
た
め
、
そ
の
統
一
的
な
綱
領
や
思
想
を
探
る

九
三
三



批
判
的
人
種
理
論
（C

ritical R
ace T

heory

）
の
現
在

（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
二
号�

六
六

の
は
困
難
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る）
₃₀
（

。
し
か
し
、D

avid K
airys

に
よ
る
と
、
批
判
的
法
学
研
究
は
、（
１
）
司
法
過
程
に
対
す
る
理
想
化
さ

れ
た
モ
デ
ル
と
、
独
特
の
法
的
な
推
論
の
形
態
や
分
析
方
法
が
法
過
程
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
だ
と
い
う
観
念
の
存
在
自
体
を
否
定
し
て
い

る
、
す
な
わ
ち
、﹁
特
定
の
正
し
い
結
論
に
到
達
さ
せ
る
よ
う
な
法
学
方
法
論
や
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
意
味
に
お
け
る
法
的
推
論
﹂
と
い
う
も

の
は
存
在
せ
ず
、
事
案
の
実
態
、
当
事
者
、
事
件
の
起
こ
っ
た
文
脈
に
関
す
る
社
会
的
政
治
的
判
断
こ
そ
が
裁
判
所
の
選
択
を
導
い
て
い
る

と
考
え
る
、（
２
）
民
主
主
義
に
根
本
的
な
重
要
性
を
認
め
、
公
的
／
私
的
と
い
う
区
別
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
私
的
な
、
主
と
し

て
企
業
の
支
配
を
正
統
化
し
、
本
当
の
参
加
や
民
主
主
義
の
欠
如
を
隠
蔽
し
、
そ
れ
が
生
み
出
す
無
力
感
を
個
人
レ
ベ
ル
に
歪
小
化
す
る
と

指
摘
し
、
公
／
私
の
区
分
を
批
判
す
る
、（
３
）
法
と
国
家
を
中
立
的
で
価
値
自
由
的
な
仲
裁
者
で
あ
り
、
社
会
的
経
済
的
関
係
、
政
治
権
力
、

文
化
的
現
象
か
ら
独
立
し
、
影
響
を
受
け
な
い
も
の
だ
と
描
く
よ
う
な
特
徴
付
け
を
拒
否
す
る
、（
４
）
法
に
お
け
る
法
理
、
合
理
化
、
結
論
、

社
会
的
役
割
の
理
解
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
法
の
正
統
化
機
能
を
重
要
視
す
る
、
と
い
う
四
つ
の
基
本
的
な
要
素
を
含

ん
で
い
る）
₃₁
（

。

　

そ
の
名
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論
と
批
判
的
法
学
研
究
は
、
関
連
性
を
有
す
る
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論

の
初
期
の
論
者
の
多
く
は
、
批
判
的
法
学
研
究
に
所
属
し
て
い
た
が
、
批
判
的
法
学
研
究
に
不
満
を
覚
え
、
批
判
的
法
学
研
究
か
ら
分
枝
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
、
批
判
的
法
学
研
究
の
方
法
論
を
完
全
に
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、
論
者
に
よ
っ
て
様
々
で
は
あ
る
が
、
批

判
的
法
学
研
究
の
方
法
論
を
一
定
程
度
取
り
入
れ
る
と
い
う
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る）
₃（
（

。

三　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

　

批
判
的
人
種
理
論
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
か
ら
、
本
質
主
義）
₃₃
（

（essentialism
）
と
、
家
父
長
制）
₃₄
（

（patriarchy

）
を
取
り
込
ん
だ）
₃₅
（

。
こ
の

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
問
題
提
起
は
、﹁
従
来
の
男
性
中
心
的
な
人
権
観
念
と
人
権
論
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
﹂
る
も
の
で
あ
る）
₃（
（

。
批
判
的
人
種
理

九
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論
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
問
題
提
起
を
、
人
種
問
題
に
も
応
用
し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
権
力
と

社
会
的
役
割
と
の
関
係
に
関
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
洞
察
に
基
づ
い
て
い
る）
₃₇
（

。
ま
た
、
批
判
的
人
種
理
論
の
論
者
が
し
ば
し
ば
用
い
る
法
的

物
語
（legal storytelling

）
の
手
法
に
つ
き
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
法
学
と
の
結
び
つ
き
が
指
摘
さ
れ
る）
₃₈
（

。

第
２
節　

批
判
的
人
種
理
論
の
生
成
・
発
展

　

批
判
的
人
種
理
論
の
生
成
に
は
、
複
次
的
な
要
因
が
あ
る
。
ま
た
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
漸
進
的
に
展
開
し
て
き
て
お
り
、
い
つ
生
ま

れ
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い）
₃₉
（

。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
批
判
的
人
種
理
論
の
展
開
を
、﹁
批
判
的
人
種
理
論
﹂
と
い
う
名
称
が
正
式
に
用
い

ら
れ
る
一
九
八
九
年
以
前
、
一
九
八
九
年
以
後
、
ま
た
近
年
の
展
開
に
分
け
て
概
説
す
る
。

一　

一
九
八
九
年
以
前

（
１
）　

公
民
権
運
動
に
対
す
る
失
望

　

前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
公
民
権
運
動
の
失
速
に
直
面
し
、
古
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
巧
妙
で
、
無
意
識

的
な
、
あ
る
い
は
制
度
的
な
レ
イ
シ
ズ
ム
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
新
た
な
、
よ
り
微
妙
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
さ
れ
た）
₄₀
（

。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
、B

ell

は
、
利
益
合
致
原
理
（interest convergence principle

）
を
主
張
し
、B

row
n

判
決）
₄₁
（

を
批
判
し

た
）
₄（
（

。
こ
れ
は
、
人
種
的
平
等
を
達
成
す
る
と
い
う
黒
人
の
利
益
は
、
そ
れ
が
白
人
の
利
益
と
合
致
し
た
と
き
に
の
み
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る）
₄₃
（

。
こ
こ
で
は
、B

ell

は
、B

row
n

判
決
は
最
高
裁
の
良
心
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
物
的
条
件
と
社
会
政
治
学
的
条

件
と
の
偶
然
の
合
致
に
よ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
利
益―
こ
こ
で
は
、
冷
戦
期
に
お
け
る
、
第
三
世
界
を
巡
る
、
対
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
に
つ
い
て
の
戦
略
上
の
必
要
性
等―

と
合
致
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る）
₄₄
（

。B
ell

の
主
張
す
る
利
益
合

九
三
五
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八

致
原
理
は
批
判
的
人
種
理
論
の
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
彼
ら
は
、
公
民
権
運
動
自
体
を
批
判
し
た
の
で
は
な
く
、
ま

た
公
民
権
運
動
の
重
要
性
を
減
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
公
民
権
の
言
説
や
訴
訟
中
心
の
戦
略
に
対
し
て
異
を
唱
え
た
の

で
あ
っ
た）
₄₅
（

。
た
と
え
ば
、B

ell

は
、
公
民
権
運
動
の
弁
護
士
た
ち
は
、
子
ど
も
が
受
け
る
教
育
を
改
善
す
る
か
否
か
よ
り
も
統
合
の
理
想
を

優
先
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る）
₄（
（

。

（
２
）　

批
判
的
法
学
研
究
に
対
す
る
不
満

　

ま
た
、
同
じ
く
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
批
判
的
法
学
研
究
に
対
す
る
批
判
が
噴
出
し
て
い
た
。
批
判
的
人
種
理
論
は
、
伝
統
的
法
学
で
は

人
種
差
別
問
題
を
解
決
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
有
す
る）
₄₇
（

。
伝
統
的
法
学
に
対
す
る
批
判
と
い
う
点
で
は
、
批
判
的
法
学
研

究
と
軌
を
一
に
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
批
判
的
法
学
研
究
が
、
人
種
力
学
（racial pow

er

）
へ
の
批
判
を
分
析
や
実
践
に
組
み
入
れ
て

こ
な
か
っ
た
た
め
、
人
種
に
関
す
る
政
治
運
動
や
理
論
が
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
が
批
判
す
る
支
配
的
な
制
度
と
区
別
で
き
な
い
と
批

判
す
る）
₄₈
（

。

　

批
判
的
人
種
理
論
は
、
批
判
的
法
学
研
究
の
法
的
権
利
の
不
確
実
性
と
い
う
観
念
は
支
持
す
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
法
的
権
利
は
重
要
で
は

な
い
と
い
う
主
張
は
断
固
と
し
て
拒
絶
す
る）
₄₉
（

。
批
判
的
法
学
研
究
の
権
利
批
判
に
対
し
、
批
判
的
人
種
理
論
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の

経
験
と
い
う
視
点
を
用
い
批
判
的
に
検
討
・
挑
戦
し
た）
₅₀
（

。
こ
の
批
判
は
、
批
判
的
法
学
研
究
に
よ
る
敵
対
的
な
抵
抗
と
大
混
乱
を
引
き
起
こ

し
、
そ
れ
に
よ
り
、
批
判
的
法
学
研
究
か
ら
離
れ
て
い
っ
た）
₅₁
（

。
ま
た
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
者
た
ち
の
集
団
が
、﹁
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
る

批
判
的
法
学
研
究
批
判
（M

inority C
ritiques of the C

ritical L
egal Studies M

ovem
ent

）﹂
と
い
う
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

批
判
的
法
学
研
究
の
権
利
の
観
念
に
異
議
を
唱
え
た）
₅（
（

。
そ
こ
で
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
見
解
と
利
益
の
排
除
が
、
権
利
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

た
め
に
演
じ
て
い
る
決
定
的
な
役
割
を
、
批
判
的
法
学
研
究
が
無
視
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
し
ま
う
と
批
判
さ
れ
た）
₅₃
（

。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

九
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九

ム
に
は
、H

arlon D
alton, M

ari M
atsuda, P

atricia W
illiam

s

ら
、
批
判
的
人
種
理
論
の
創
世
記
の
世
代
の
学
者
も
参
加
し
て
い
る）
₅₄
（

。

彼
ら
は
、
基
本
的
に
は
批
判
的
法
学
研
究
の
法
的
推
論
批
判
に
は
好
意
的
だ
が
、
少
な
く
と
も
、
レ
イ
シ
ズ
ム
は
ア
メ
リ
カ
の
法
を
理
解
す

る
た
め
の
中
心
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
点
や
、
レ
イ
シ
ズ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
法
を
通
じ
た
州
の
強
制
を
人
種
的
正
義
に
不
可
欠
の

も
の
と
す
る
点
に
つ
き
、
批
判
的
法
学
研
究
と
袂
を
分
か
つ）
₅₅
（

。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、H

arvard C
ivil R

ights-C
ivil 

L
iberties L

aw
 R

eview

に
論
文
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た）
₅（
（

。
こ
れ
ら
の
論
文
が
、
後
述
の
一
九
八
九
年
の
批
判
的
人
種
理
論
の
最
初
の

研
究
集
会
の
基
礎
と
な
る
、
批
判
的
人
種
理
論
に
お
け
る
重
要
な
文
書
と
な
っ
た）
₅₇
（

。

　

ま
た
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
批
判
的
法
学
研
究
の
白
人
性
（w

hiteness

）
を
問
題
視
し
、
批
判
的
法
学
研
究
の
学
者
の
白
人
性
が
、

有
色
人
種
に
と
っ
て
の
法
や
権
利
の
言
説
の
価
値
を
彼
ら
が
認
識
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
と
主
張
す
る）
₅₈
（

。
法
は
、
不
完
全
で
あ
る
と
い
え

ど
も
、
有
色
人
種
に
と
っ
て
は
、
未
だ
に
正
義
を
要
求
し
、
ま
た
人
種
的
従
属
の
様
々
な
害
悪
を
示
す
た
め
の
手
段
で
あ
る）
₅₉
（

。
そ
れ
ゆ
え
、

従
属
さ
せ
ら
れ
た
人
の
経
験
は
、
法
や
法
制
度
に
対
す
る
尊
敬
と
軽
蔑
と
い
う
、
同
時
に
発
生
す
る
二
重
の
意
識
を
反
映
す
る）
（₀
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
批
判
的
法
学
研
究
が
人
種
を
意
義
の
あ
る
も
の
と
し
て
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
批
判
的
人
種
理
論
は
生
ま
れ

て
い
っ
た
。

（
３
）　

大
学
に
お
け
る
多
様
な
教
授
団
を
め
ぐ
る
争
い

　

K
im

berle C
renshaw

は
、
一
九
八
〇
年
代
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
創
設
さ
れ
た
、
卒
業
単
位
に
算
入
さ
れ
な
い
、
学

生
が
創
設
し
た
ク
ラ
ス
が
、
批
判
的
人
種
理
論
の
最
初
の
組
織
化
さ
れ
た
現
れ
で
あ
る
と
指
摘
す
る）
（₁
（

。
そ
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る）
（（
（

。

　

一
九
八
一
年
、B

ell

が
オ
レ
ゴ
ン
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
デ
ィ
ー
ン
に
な
る
た
め
に
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を
去
っ
た
後
、

主
と
し
て
有
色
人
種
の
学
生
が
、
後
任
に
有
色
人
種
の
学
者
を
招
聘
し
、
憲
法
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
に
関
す
るB

ell

の
コ
ー
ス
を
担
当

九
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〇

さ
せ
る
よ
う
に
求
め
、
抗
議
、
示
威
運
動
、
集
会
、
座
り
込
み
な
ど
を
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の

デ
ィ
ー
ン
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
雇
わ
れ
る
資
格
を
持
っ
た
有
色
人
種
は
こ
の
国
に
存
在
し
な
い
と
述
べ
、
結
局
、
後

任
と
し
て
、
白
人
の
優
れ
た
公
民
権
の
学
者
で
あ
るJack G

reenberg

とJulius C
ham

bers

を
採
用
し
、
公
民
権
問
題
に
関
す
る
三
週

間
の
ミ
ニ
コ
ー
ス
を
担
当
さ
せ
た
。
こ
の
際
に
、
学
生
の
要
求
に
対
応
し
た
リ
ベ
ラ
ル
な
白
人
の
大
学
当
局
は
、
自
ら
を
人
種
に
関
し
て
啓

蒙
さ
れ
て
い
る―
す
な
わ
ち
、
リ
ベ
ラ
ル
で
、
人
種
差
別
に
反
対
し
て
い
る―

と
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学
当
局
は
、

人
種
問
題
に
取
り
組
む
コ
ー
ス
の
教
育
学
的
な
価
値
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
大
学
当
局
の
対
応
は
、
批
判
的
人
種
理
論
が
異
を
唱
え
る
、
人

種
に
関
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な
言
説
に
依
拠
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
黒
人
学
生
は
、
当
該
コ
ー
ス
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
。
そ
し
て
、
彼

ら
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
のC
harles O

gletree

の
後
援
の
下
、
代
わ
り
の
コ
ー
ス
を
創
設
し
、
数
人
の
講
師
を
招
聘
し

た
。
こ
の
コ
ー
ス
に
招
聘
さ
れ
たD

elgado, L
inda G

reen, N
eil G

otanda, C
harles L

aw
rence

な
ど
の
講
師
や
、
主
催
者
の
一
人
で

あ
っ
た
、
当
時
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
の
学
生
のC

renshaw

、
参
加
者
で
あ
っ
た
、
当
時
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
学
生
のM

atsuda

な
ど
一
部
の
学

生
が
、
後
に
、
批
判
的
人
種
理
論
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
と
な
っ
た
。
彼
ら
の
知
的
な
軌
跡
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
当
局

が
示
し
た
よ
う
な
、
人
種
に
関
す
る
、
リ
ベ
ラ
ル
の
主
流
の
言
説
に
対
す
る
不
満
と
抵
抗
に
根
ざ
し
て
い
る）
（₃
（

。

　

ま
た
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
騒
動
の
少
し
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
に
お
い
て
も
同
様
の
事
件
が
起

こ
っ
た
。
同
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
（B

oalt H
all

）
の
有
色
人
種
や
同
性
愛
者
や
女
性
の
教
員
を
採
用
す
る
ペ
ー
ス
が
遅
い
こ
と
に
失
望
し
、

学
生
た
ち―

多
様
な
教
授
団
の
た
め
の
ボ
ー
ル
ト
・
ホ
ー
ル
連
合
（B

oalt H
all C

oalition for a D
iverse F

aculty

、
以
下C

oalition

と
す
る
）
を
組
織
し
て
い
た―

が
集
会
を
開
き
、
声
を
上
げ
、
ま
た
、
多
様
性
の
必
要
性
に
関
す
る
講
演
を
開
催
し
た
り
よ
り
多
く
の
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
を
雇
用
す
る
よ
う
に
大
学
の
教
授
を
説
得
す
る
論
文
を
出
す
た
め
に
、
有
色
人
種
の
講
師―

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
に
招
聘
さ
れ
た

講
師
と
同
一
人
物
も
含
ん
で
い
た―

を
招
聘
し
た）
（₄
（

。
学
生
た
ち
の
要
求
に
対
す
る
バ
ー
ク
レ
イ
の
教
授
団
の
反
応
が
鈍
か
っ
た
た
め
、
学

九
三
八
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生
た
ち
は
多
様
性
を
求
め
る
全
国
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
導
き
、
そ
れ
は
多
く
の
大
学
に
広
が
っ
た）
（₅
（

。
そ
の
標
的
と
な
っ
た
大
学
の
う
ち
、
ス

ト
ラ
イ
キ
を
受
け
て
す
ぐ
に
多
様
な
教
員
を
雇
用
し
た
大
学
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、C

oalition

の
努
力
は
著
書
や
多
く
の
ロ
ー
・
レ

ヴ
ュ
ー
と
な
り
、
ま
た
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
、
法
学
の
教
授
や
批
判
的
人
種
理
論
の
論
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
い
た）
（（
（

。

二　

一
九
八
九
年
以
降

　

批
判
的
人
種
理
論
は
、
一
九
八
九
年
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
マ
デ
ィ
ソ
ン
で
開
催
さ
れ
た
、﹁
人
種
の
生
の
現
実
を
明
確
に
し
、
詳
細
に

述
べ
る
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
ま
た
理
論
を
発
展
さ
せ
る
願
望
を
も
っ
て
い
る）
（₇
（

﹂
二
〇
人
以
上
の
学
者
た
ち
に
よ
る
最
初
の
研
究
集
会
に
お

い
て
、C

renshaw

に
よ
っ
て
、
そ
の
名
が
与
え
ら
れ
た
。
同
理
論
は
、
伝
統
的
な
公
民
権
理
論
や
批
判
的
法
学
研
究
に
対
す
る
批
判
を
提

示
す
る）
（₈
（

。
主
な
論
者
と
し
て
は
、B

ell
ら
の
他
、A

ngela H
arris, D

alton, M
atsuda, W

illiam
s

ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

批
判
的
人
種
理
論
が
、
法
学
者
ら
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
学
者
が
、
経
験
等
の
物
語
を
、

ど
の
よ
う
に
法
条
件
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
変
化
さ
せ
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
示
し
た
こ
と
に
あ
る）
（₉
（

。
ま
た
、
最
初
の
集
会
の

参
加
者
は
、
ア
メ
リ
カ
や
世
界
の
有
色
人
種
に
と
っ
て
の
人
種
、
レ
イ
シ
ズ
ム
、
法
の
意
義
に
言
及
す
る
批
判
的
な
学
問
に
言
及
し
、
従
事

す
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
法
学
の
世
界
に
お
け
る
人
種
に
つ
い
て
の
沈
黙
の
空
虚
を
埋
め
た
と
い
わ
れ
る）
₇₀
（

。
批
判
的

人
種
理
論
の
パ
イ
オ
ニ
ア
達
は
、
教
育
か
ら
刑
事
手
続
、
移
民
、
国
際
人
権
、
税
法
と
い
っ
た
、
法
学
の
す
べ
て
の
領
域
に
挑
ん
だ）
₇₁
（

。
そ
し

て
、
批
判
的
人
種
理
論
の
多
く
の
学
者
が
円
熟
す
る
に
従
い
、
論
文
か
ら
、
一
般
公
衆
が
よ
り
利
用
可
能
な
著
書
と
な
り
、
多
く
の
著
書
が
、

D
elgado

が
総
編
集
を
務
め
る
、N

ew
 York U

niversity P
ress

のC
ritical A

m
erica

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
出
版
さ
れ
た）
₇（
（

。
九
三
九
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近
年
の
動
向

　

批
判
的
人
種
理
論
の
名
を
冠
し
た
最
初
の
研
究
集
会
が
一
九
八
九
年
に
開
催
さ
れ
て
以
降
、
批
判
的
人
種
理
論
の
研
究
集
会
は
一
九
九
七

年
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
全
国
的
な
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
て
以
降
の
動
向
を
概
観
す
る
。

　

一
九
九
七
年
に
は
、
イ
ェ
ー
ル
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
一
〇
周
年）
₇₃
（

を
祝
う
集
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
の
報
告
の
多
く
が
、

F
rancisco V

aldes, Jerom
e M

cC
ristal, A

ngela P. H
arris

と
い
う
﹁
新
し
い
世
代）
₇₄
（

﹂
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た‘C

R
O

SSR
O

A
D

S, 

D
IR

E
C

T
IO

N
S, A

N
D A N

E
W

 C
R

IT
IC

A
L R

A
C

E T
H

E
O

R
Y’

（
以
下
、Crossroads

と
す
る
）
に
収
録
さ
れ
た
。C

rossroads

は
、各
方
面
か
ら
の
様
々

な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
が
、
同
書
を
最
も
批
判
し
た
の
が
、
批
判
的
人
種
理
論
の
中
心
的
な
論
者
の
一
人
で
あ
るD

elgado

で
あ
る）
₇₅
（

。

D
elgado

は
、
同
書
の
書
評
に
お
い
て
、﹁
新
し
い
世
代
﹂
の
学
問
的
方
向
性
を
疑
問
視
し
て
い
る
。D

elgado

は
、
初
期
の
批
判
的
人
種

理
論
はB

ell

の
利
益
合
致
原
理
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
種
的
リ
ア
リ
ス
ト
が
主
流
だ
っ
た
の
に
対
し
、
近
年
の
批
判
的
人
種
理
論
は

観
念
主
義
的
（idealist

）
ア
プ
ロ
ー
チ
や
言
説
分
析
（discourse analysis

）
が
前
面
に
出
て
い
る
と
指
摘
す
る）
₇（
（

。D
elgado

は
、
観
念

主
義
者
は
、
人
種
と
差
別
は
、
大
部
分
は
態
度
の
作
用
や
社
会
の
構
成
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
指
摘
す
る）
₇₇
（

。
彼
ら
に
と
っ
て
、
人
種
は
言
葉
、

象
徴
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
、
分
類
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
社
会
的
構
築
物
で
あ
る）
₇₈
（

。
そ
れ
に
対
し
、
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
テ
キ
ス
ト
や
態
度
、

意
図
は
、
人
種
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
制
度
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
利
益
や
労
働
市
場
の
よ
う
な
﹁
物
質
的
要
素
﹂

が
よ
り
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
と
主
張
す
る）
₇₉
（

。
そ
し
て
、
リ
ア
リ
ス
ト
に
と
っ
て
レ
イ
シ
ズ
ム
は
、
制
度
が
特
権
や
地
位
、
財
を
配
分
す

る
手
段
で
あ
る
と
す
る）
₈₀
（

。
そ
し
て
、D

elgado

は
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
現
在
、
ほ
と
ん
ど
が
テ
キ
ス
ト
や
言
説
、
思
考
様
式
の
分
析
に

よ
り
占
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る）
₈₁
（

。
ま
た
、﹁
新
し
い
世
代
﹂
に
よ
るC

rossroad

は
、
言
説
分
析
に
好
意
的
で
あ
り
、
ま
た
、
批
判
的

人
種
理
論
の
創
設
者
た
ち
の
物
質
的
／
リ
ア
リ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る）
₈（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、K

evin R
. Johnson

は
、﹁
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
﹂
を
指
摘
し
、
批
判
的
人
種
理
論
の
新
し
い
方
向
性
を
擁
護

九
四
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す
る）
₈₃
（

。Johnson

は
、D

elgado

は
、
観
念
と
物
質
と
の
差
異
を
過
大
評
価
し
て
い
る
と
指
摘
す
る）
₈₄
（

。Johnson

に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
、

人
種
的
従
属
に
関
す
る
観
念
主
義
的
、
物
質
的
な
分
析
は
、
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る）
₈₅
（

。
実
際
に
、D

elgado

も
言
説
分
析
の
重
要
性

を
否
定
し
て
お
ら
ず
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
、
思
考
様
式
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
、﹁
傷
つ
け
る
言
葉
（w

ord that w
ound

）﹂
の

イ
ン
パ
ク
ト
を
分
析
し
て
い
る）
₈（
（

。
ま
た
、C

rossroads

の
論
者
に
も
力
の
格
差
に
つ
き
言
及
し
て
い
る
者
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、Johnson

に
よ
る
と
、D

elgado

は
、
少
な
く
と
も
近
年
に
お
い
て
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
人
種
と
公
民
権
の
研
究
の
た
め
に
、﹁
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
種
類
を
受
け
入
れ
る
（big tent

）﹂
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
一
冊
に
ま
と
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
正
し

く
評
価
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る）
₈₇
（

。C
rossroads

で
示
さ
れ
て
い
る
新
し
い
方
向
性
は
、批
判
的
人
種
理
論
の
進
歩
的
な
始
ま
り
を
反
映
し
、

人
種
と
法
の
包
括
的
な
考
察
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
強
調
す
る
と
指
摘
さ
れ
る）
₈₈
（

。

　

ま
た
、
近
年
の
動
向
と
し
て
、
批
判
的
人
種
理
論
の
内
部
対
立
が
注
目
さ
れ
る
。
批
判
的
人
種
理
論
の
内
部
か
ら
の
批
判
と
し
て
は
、
批

判
的
人
種
理
論
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
階
層
を
分
析
か
ら
省
き
、
そ
れ
に
よ
り
、
有
色
人
種
の
女
性
や
、
有
色
人
種
の

ゲ
イ
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
有
色
人
種
の
本
質
を
示
し
た
と
い
う
主
張
が
挙
げ
ら
れ
る）
₈₉
（

。
ま
た
、

批
判
的
人
種
理
論
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
、
ラ
テ
ン
系
を
除
外
し
て
、
黒
人
／
白
人
の
人
種
問
題
に
主

と
し
て
焦
点
を
当
て
て
い
る
と
批
判
す
る
者
も
い
る）
₉₀
（

。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
は
、﹁
人
種
﹂
と
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
を
意
味
し
、
他

の
集
団
は
、
そ
れ
ら
の
経
験
や
扱
い
が
、
黒
人
の
そ
れ
と
類
比
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
の
存
在
で
あ
っ
た）
₉₁
（

。
こ
の
よ
う
な
、
黒
人
／
白

人
二
分
論
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
。
一
つ
め
は
、
二
分
論
に
よ
り
人
々
が
複
雑
な
現
実
を
単
純
化
し
て
理
解
し
、
そ
の
た
め

に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
優
越
的
な
社
会
の
人
種
概
念
に
適
合
し
て
い
な
い
、
非
黒
人
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
が
周
縁
に
追
い
や
ら
れ
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
る
と
の
批
判
で
あ
る）
₉（
（

。
二
つ
め
は
、
二
分
論
は
、
人
種
問
題
に
関
す
る
進
歩
と
後
退
の
格
子
縞
模
様
（checkerboard

）

を
隠
匿
し
、
ま
た
、
優
越
的
な
社
会
が
、
し
ば
し
ば
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
を
、
双
方
に
と
っ
て
互
い
に
害
を
な
す
も
の
と
す
る
や
り
方
を
覆

九
四
一
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い
隠
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
の
批
判
で
あ
る）
₉₃
（

。
三
つ
目
は
、
二
分
論
は
、
他
の
集
団
を
犠
牲
に
し
て
、
白
人
の
誇
張
さ
れ
た
同
一
化
を
引

き
起
こ
す
と
の
批
判
で
あ
る）
₉₄
（

。
四
つ
目
は
、
二
分
論
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
が
、
白
人
が
特
定
の
集
団―

た
い
て
い
は
小
さ
く
、
脅
威

的
で
な
い
集
団
で
あ
る―

を
象
徴
と
し
て
あ
る
い
は
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
の
監
視
役
と
し
て
選
び
出
す
と
い
う
、
繰
り
返
し
行
わ
れ

て
き
た
策
略
に
沿
う
こ
と
を
引
き
起
こ
す）
₉₅
（

。
最
後
に
、
二
分
論
は
、
集
団
の
連
携
す
る
能
力
を
損
な
う
と
の
批
判
で
あ
る）
₉（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
内
部
批
判
の
発
端
は
、
一
九
九
二
年
の
研
究
集
会
に
お
い
て
、
非
黒
人
の
有
色
人
種
が
、
当
該
研
究
集
会
が
ア
フ
リ
カ
系
ア

メ
リ
カ
人
の
歴
史
と
現
状
に
排
他
的
に
焦
点
を
当
て
、
非
黒
人
の
有
色
人
種
の
現
状
を
除
外
し
た
こ
と
に
異
議
を
唱
え
た
こ
と
で
あ
る）
₉₇
（

。
批

判
的
人
種
理
論
は
、
批
判
的
法
学
研
究
が
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
て
行
っ
た
こ
と
を
、
非
黒
人
の
有
色
人
種
に
対
し
て
行
っ
た
と

受
け
取
る
者
も
い
た）
₉₈
（

。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
よ
り
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
法
学
（A

sian A
m

erican L
egal 

Scholarship

）、
批
判
的
人
種
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
（C

ritical R
ace F

em
inism

）、
ラ
テ
ン
系
批
判
学
派
（L

atino and L
atina C

ritical 

Schools

（L
atC

rit

））、
同
性
愛
批
判
利
益
集
団
（Q

ueer-crit interest group

）
な
ど
に
分
裂
し
た）
₉₉
（

。
こ
れ
ら
の
集
団
は
、
批
判
的
人
種

理
論
の
傘
の
下
で
の
比
較
的
良
好
な
関
係
を
主
張
し
、
定
期
的
な
集
会
を
開
催
し
、
体
系
を
発
展
さ
せ
て
き
た）
１００
（

。
こ
の
よ
う
な
分
裂
は
、
多

く
の
重
要
で
必
要
な
知
的
洞
察
を
促
進
し
、
ま
た
そ
れ
ら
に
寄
与
し
た
だ
け
で
な
く
、
批
判
的
人
種
理
論
の
分
析
枠
組
を
、
他
の
人
種
化
さ

れ
た
あ
る
い
は
抑
圧
さ
れ
た
集
団
の
経
験
へ
と
拡
大
し
た）
１０１
（

。
ま
た
、
批
判
的
人
種
理
論
の
黒
人
や
他
の
抑
圧
さ
れ
た
有
色
人
種
の
解
放
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
、
す
べ
て
の
抑
圧
さ
れ
、
従
属
さ
せ
ら
れ
た
人
々
の
解
放
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
含
む
よ
う
に
拡
大
し
た）
１０２
（

。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る）
１０３
（

。
た
と
え
ば
、M

ark L
evin

は
、

批
判
的
人
種
理
論
が
日
本
法
を
理
解
す
る
の
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、﹁
批
判
的
人
種
理
論
の
普
遍
性
﹂
を
示
そ
う

と
し
て
い
る）
１０４
（

。
こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
現
象
と
し
て
、
批
判
的
人
種
理
論
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
指
摘
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
世
代
対
立
や
路
線
対
立
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
て
き
た
。
次
章
で
は
、

九
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特
に
﹁
新
し
い
世
代
﹂
の
理
論
に
着
目
し
て
具
体
的
な
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
検
討
す
る）
１０５
（

。

第
２
章　

理
論
の
展
開

第
１
節　

こ
れ
ま
で
の
理
論

　

批
判
的
人
種
理
論
は
、
批
判
的
法
学
研
究
と
同
様
に
、
一
つ
の
統
一
し
た
方
法
論
を
有
し
な
い
と
い
わ
れ
る）
１０６
（

。
た
し
か
に
、
批
判
的
人
種

理
論
が
扱
う
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
。D

elgado

は
一
九
九
五
年
、
批
判
的
人
種
理
論
に
関
す
る
論
文
を
集
め
た
著
書
に
お
い
て
、
批
判

的
人
種
理
論
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判
、
②
法
的
物
語
、
反
法
的
物
語
、﹁
自
身
の
現
実
の
命
名
﹂、
③
歴
史
と
公
民
権
に

つ
い
て
の
修
正
主
義
者
の
解
釈
、
④
人
種
と
レ
イ
シ
ズ
ム
を
支
え
る
社
会
科
学
の
批
判
的
な
理
解
、
⑤
構
造
的
決
定
主
義
、
⑥
人
種
、
性
、

階
級
と
そ
れ
ら
の
交
差
、
⑦
本
質
主
義
、
反
本
質
主
義
、
⑧
文
化
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
分
離
主
義
、
⑨
法
制
度
、
批
判
的
教
育
学
、
法
に

お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
⑩
批
判
と
自
己
分
析
、
⑪
批
判
的
人
種
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
⑫
批
判
的
白
人
研
究
を
挙
げ
て
い
る）
１０７
（

。
ま
た
、
二
〇
〇

〇
年
の
同
書
の
第
二
版
に
お
い
て
、
上
記
の
テ
ー
マ
に
加
え
、
⑬
犯
罪
、
⑭
ゲ
イ
／
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
同
性
愛
問
題
、
⑮
黒
人
／
白
人
二
分
論

を
超
え
て
、
⑯
集
団
間
の
関
係
、
⑰
批
判
的
人
種
プ
ラ
ク
シ
ス
を
加
え
て
い
る
（
番
号
は
引
用
者）
１０８
（

）。
こ
れ
を
み
て
も
、
第
一
章
第
二
節
で

述
べ
た
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論
の
射
程
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
多
岐
に
わ
た
る
、
批
判
的
人
種
理
論
の
扱
う
テ
ー

マ
を
網
羅
的
に
概
観
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

本
節
で
は
、
近
年
の
理
論
の
展
開
を
見
る
前
に
、
中
心
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
手
法
、﹁
差
別
意

図
の
要
求
﹂
批
判
、
批
判
的
白
人
研
究
（C

ritical W
hite Studies

）
に
絞
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
理
論
を
概
観
す
る
。九

四
三
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一　

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判

　

批
判
的
人
種
理
論
は
、
法
理
論
に
対
す
る
懐
疑
主
義
や
、
法
と
政
治
の
分
離
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
確
信
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
へ
の
好

意
と
い
っ
た
様
々
な
点
を
、
批
判
的
法
学
研
究
か
ら
継
受
す
る）
１０９
（

。
そ
の
う
ち
一
つ
が
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
批

判
的
法
学
研
究
は
、
既
存
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
法
学
そ
の
も
の
を
批
判
し
、
法
の
客
観
性
、
中
立
性
、
確
定
性
に
疑
義
を
唱
え
、
ま
た
、
法
の

構
造
が
、
不
公
正
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
ど
の
よ
う
に
維
持
あ
る
い
は
促
進
さ
せ
る
か
を
、
脱
構
築
の
手
法
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
た）
１１０
（

。
批
判

的
人
種
理
論
も
同
様
に
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
法
学
と
い
う
前
提
を
拒
絶
す
る）
１１１
（

。
批
判
的
人
種
理
論
は
、
人
種
と
法
の
問
題
に
お
い
て
、
リ
ベ
ラ

ル
派
も
保
守
派
も
、
同
じ
分
析
枠
組―

す
な
わ
ち
、
法
の
合
理
性
は
、
社
会
の
意
思
決
定
に
お
け
る
人
種
を
意
識
し
た
偏
見
を
識
別
し
、

根
絶
で
き
る
と
い
う
考
え
方―
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
レ
イ
シ
ズ
ム
を
同
じ
や
り
方
で
定
義
し
、
構
成
す
る
と
主
張
す
る）
１１２
（

。

　

批
判
的
人
種
理
論
の
既
存
の
法
に
対
す
る
批
判
は
、主
と
し
て
、﹁
肌
の
色
を
考
慮
し
な
い
こ
と
（color blindness

）﹂
と
﹁
法
の
中
立
性
﹂

に
向
け
ら
れ
る
。
多
く
の
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
憲
法
の
、﹁
肌
の
色
を
考
慮
し
な
い
こ
と
﹂
や
﹁
中
立
原
則
﹂
を
信
じ
て
い
る
と
言
わ
れ
る）
１１３
（

。

こ
れ
に
対
し
、D

arren H
utchinson

は
、﹁
肌
の
色
を
考
慮
し
な
い
こ
と
﹂
は
人
種
差
別
が
法
や
政
策
に
よ
り
公
然
と
行
わ
れ
て
き
た
時

代
に
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
既
存
の
平
等
法
理
は
、（
１
）
レ
イ
シ
ズ
ム
に
よ
る
物
質
的
な
害
悪
を
扱
わ
ず
、（
２
）
巧
妙
な
あ
る
い
は

無
意
識
の
レ
イ
シ
ズ
ム
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、（
３
）
抑
圧
さ
れ
た
集
団
に
否
定
的
な
衝
撃
を
与
え
る
法
を
、
立
法
者
の
意
図
に
か
か

わ
ら
ず
許
容
で
き
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
ず
、
ま
た
、（
４
）
人
種
を
、
明
白
な
、
あ
る
い
は
救
済
的
も
の
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
、
疑
わ

し
い
も
の
と
し
て
扱
う
た
め
、
限
定
的
な
効
用
し
か
な
い
と
指
摘
す
る）
１１４
（

。
す
な
わ
ち
、
人
種
差
別
が
公
然
と
行
わ
れ
て
き
た
時
代
と
は
異
な

り
、
人
種
差
別
が
、
巧
妙
な
、
制
度
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
、﹁
肌
の
色
を
考
慮
し
な
い
こ
と
﹂
は
、
極
め
て
著
し
い

人
種
的
害
悪
し
か
救
済
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る）
１１５
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
既
存
の
法
学
で
は
、
巧
妙
な
レ
イ
シ
ズ
ム
に
は
対
応
で
き
な
い
と
し
、
根
本
的
な
変
革
を
主
張
す

九
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る
）
１１６
（

。
二　

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
手
法

　

批
判
的
人
種
理
論
は
、
文
脈
や
歴
史
へ
の
特
別
の
焦
点
を
含
む
、
い
く
つ
か
の
統
一
し
た
命
題
を
有
し
て
お
り）
１１７
（

、
そ
こ
か
ら
新
た
な
方
法

論
を
展
開
す
る
。

　

C
renshaw

ら
は
、
批
判
的
人
種
理
論
の
論
者
は
、
二
つ
の
共
通
す
る
利
益
を
有
す
る
と
指
摘
す
る
。
一
つ
は
、﹁
白
人
優
越
主
義
の
支

配
体
制
や
、
有
色
人
種
の
従
属
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
造
ら
れ
、
維
持
さ
れ
て
き
た
か
を
理
解
す
る
﹂
こ
と
、
特
に
、

﹁
社
会
構
造
と
、﹃
法
の
支
配
﹄
や
﹃
平
等
保
護
﹄
の
よ
う
な
公
然
の
規
範
と
の
間
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
﹂
で
あ
る）
１１８
（

。
も
う
一
つ
は
、﹁
法

と
人
種
力
学
と
の
間
の
や
っ
か
い
な
つ
な
が
り
を
理
解
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
変
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
願
望
﹂
で
あ
る）
１１９
（

。

　

批
判
的
人
種
理
論
は
、
準
則
や
原
理
は
、
異
な
る
文
脈
や
異
な
る
時
代
に
お
い
て
、
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
主
張
す
る）
１２０
（

。
そ
れ
ゆ
え
、

彼
ら
は
、
特
定
の
概
念
や
実
践
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
、
ま
た
、
特
定
の
立
場
を
評
価
す
る
た
め
、
そ
し
て
、
更
な
る
情
報
や
考
え
を
示

す
た
め
に
、
文
脈
の
特
異
性
に
特
別
の
配
慮
を
払
う）
１２１
（

。
さ
ら
に
、
批
判
的
人
種
理
論
の
論
者
は
、
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
抑
圧
さ
れ
た
人
々
の

声
、
理
解
、
経
験
を
聞
き
、
そ
れ
ら
を
精
査
す
る）
１２２
（

。

　

こ
の
よ
う
な
命
題
か
ら
、
批
判
的
人
種
理
論
は
い
く
つ
か
の
方
法
論
を
用
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
あ
る
い
は
法
的
物
語
の
手

法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
身
の
経
験
や
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
論
文
中
に
挿
入
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
自
身
の
主
張
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
自
ら
の
経
験
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
、﹁
市
民
と
し
て
の
し
る
し
﹂
で
あ
り
、
そ
の
権
利
が
顧
み
ら
れ
な

い
社
会
は
、﹁
言
葉
が
聞
こ
え
な
い
沈
黙
の
社
会
﹂
で
あ
る）
１２３
（

。

　

批
判
的
人
種
理
論
に
お
け
る
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
あ
る
い
は
法
的
物
語
の
手
法
の
生
み
の
親
は
、B

ell

で
あ
る）
１２４
（

。B
ell

は
、
一
九
八
五
年
に
、

九
四
五



批
判
的
人
種
理
論
（C

ritical R
ace T

heory

）
の
現
在

（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
二
号�

七
八

架
空
の
人
物
で
あ
るG

eneva C
renshaw

と
い
う
黒
人
の
女
性
を
登
場
さ
せ
、
彼
女
と
の
対
話
と
い
う
形
式
の
論
文
を
公
表
し
て
い
る）
１２５
（

。

B
ell

は
、
法
的
物
語
の
手
法
に
つ
き
、﹁
人
種
的
正
義
を
求
め
る
我
々
の
戦
い
に
お
け
る
新
し
い
方
向
性
の
永
続
的
な
探
求
に
お
い
て
、
法

的
先
例
よ
り
も
有
用
な
手
段
と
な
る
﹂
と
述
べ
る）
１２６
（

。
ま
た
、D

elgado

は
、﹁
物
語
を
用
い
る
こ
と
は
、
訴
訟
や
弁
論
趣
意
書
を
書
く
こ
と

よ
り
強
力
で
あ
り
、
ま
た
法
の
改
革
に
は
必
要
で
あ
る）
１２７
（

﹂
あ
る
い
は
、﹁
物
語
、
寓
話
、
年
代
記
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
思
考
様
式
を
破
壊
す
る

た
め
の
強
力
な
手
段
で
あ
る）
１２８
（

﹂
な
ど
と
述
べ
、
法
的
物
語
の
手
法
の
有
用
性
を
主
張
し
た
。D

elgado

自
身
、R

odrigo

と
い
う
架
空
の
人

物
を
登
場
さ
せ
、
彼
と
の
対
話
と
い
う
形
式
の
論
文
を
公
表
し
て
い
る）
１２９
（

。

　

ま
た
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
者
を
雇
用
す
る
こ
と
や
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
者
の
業
績
を
よ
り
参
照
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
主
張
す
る
。
た
と
え
ば
、B

ell

は
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
女
性
を
雇
用
す
る
よ
う
に
求
め
、

ま
た
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
で
は
、
有
色
人
種
の
女
性
に
終
身
在
職
権
を
与
え
る
よ
う
に
求
め
て
無
給
の
休
職
期
間
に
入
り
、
そ
の
結
果
両
大
学

を
去
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る）
１３０
（

。
ま
た
、D

elgado

は
、
一
九
八
四
年
の
論
稿
に
お
い
て
、
公
民
権
の
学
問
領
域
に
お
い
て
、
白
人
が
優
越
的

な
地
位
を
占
め
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
除
外
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
た）
１３１
（

。D
elgado

は
、P

aul B
rest, L

aurence T
ribe, O

w
en F

iss, 

B
ruce A

ckerm
an, F

rank M
ichlem

an, K
enneth K

arst

ら
を
挙
げ
、
白
人
男
性
は
、
お
互
い
の
見
解
に
対
し
、
コ
メ
ン
ト
し
、
礼
儀

正
し
く
異
議
を
唱
え
、
賞
揚
し
、
批
判
し
、
そ
し
て
そ
の
見
解
を
発
展
さ
せ
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
を
強
力
に
擁
護
す
る
が
、
そ
こ
で
は
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
者
は
ほ
と
ん
ど
引
用
さ
れ
な
い
と
指
摘
す
る）
１３２
（

。
こ
れ
に
対
し
、D

elgado

は
、
Ｂ
と
い
う
集
団
の
構
成
員
が
、
Ａ
と
い

う
集
団
に
つ
い
て
論
じ
る
際
、
Ａ
に
属
す
る
人
の
権
利
や
利
益
を
効
果
的
に
主
張
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
主
張
す
る）
１３３
（

。
な
ぜ
な
ら
、
Ｂ
の
構
成

員
は
、
情
報
を
欠
く
だ
け
で
は
な
く
、
情
熱
を
欠
く
か
、
あ
る
い
は
情
熱
が
誤
っ
た
方
向
に
向
く
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る）
１３４
（

。
こ
こ
で
の

D
elgado

の
議
論
は
、
法
的
認
識
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
者
の
排
除
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）
１３５
（

。
こ
の
よ
う
な
歪
曲
の

一
例
と
し
て
、
前
述
の
批
判
的
法
学
研
究
の
権
利
批
判
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
観
点
と
利
益
の
排
除
が
、
批
判
的

九
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法
学
研
究
の
学
者
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
権
利
が
果
た
す
決
定
的
な
役
割
を
見
逃
す
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る）
１３６
（

。
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
人
種
的
立
場
は
、
特
定
の
集
団
は
、
他
者
が
持
っ
て
い
な
い
抑
圧
に
つ
い
て
の
理
解
を
持
つ
ゆ
え
に
、
そ
の
観
点
が
特
別
視
さ
れ
る

犠
牲
者
と
し
て
識
別
さ
れ
る
と
い
う
認
識
論
と
つ
な
が
る）
１３７
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
視
点
、
経
験
を
伝
え
る
方
法
論
を
展
開
す
る
。
こ
の
点
、O

liver W
. H

olm
es

裁
判
官
の
、﹁
法
の
生
命
は
論
理
で
は
な
く
、
経
験
で
あ
る）
１３８
（

﹂
と
い
う
有
名
な
言
説
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
手
法
は
、
様
々
な
批
判
に
曝
さ
れ
た
。
法
的
物
語
の
手
法
に
反
対
す
る
者
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
法
的
で
は
な
く
、
知
的

な
精
密
さ
を
欠
い
て
お
り
、
主
観
的
で
、
過
度
に
感
情
的
で
あ
る
と
批
判
す
る）
１３９
（

。R
andall K

ennedy

は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
者
の
業
績

が
引
用
さ
れ
な
い
の
は
、
単
に
引
用
す
る
だ
け
の
価
値
が
な
い
か
ら
で
あ
る
と
主
張
す
る）
１４０
（

。
ま
た
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
者
が
採
用
さ
れ
な

い
の
も
、
エ
リ
ー
ト
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
資
格
を
持
っ
た
学
者
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
批
判
し
た）
１４１
（

。D
aniel F

arber

とSuzanna Sherry

は
、B

ell

やD
elgado, M

atsuda

ら
を
批
判
し
、
批
判
的
人
種
理
論
の
論
者
は
反
ユ
ダ
ヤ
系
、
反
ア
ジ
ア
系
で
あ
る

と
指
摘
す
る）
１４２
（

。
す
な
わ
ち
、
ユ
ダ
ヤ
系
や
ア
ジ
ア
系
は
、
今
ま
で
の
基
準
の
も
と
で
成
功
し
て
お
り
、
批
判
的
人
種
理
論
が
主
張
す
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
基
準
が
不
公
平
で
偏
見
の
あ
る
も
の
な
ら
ば
、
ユ
ダ
ヤ
系
や
ア
ジ
ア
系
の
成
功
を
説
明
す
る
に
は
、
彼
ら
が
詐
欺
師
で
あ
る

と
か
、
不
正
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
得
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
想
像
力
の
な
い
模
倣
者
や
の
ら
く
ら
者
で
あ
る
な
ど
、
ユ
ダ
ヤ
系
や
ア
ジ

ア
系
に
好
意
的
で
は
な
い
説
明
し
か
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る）
１４３
（

。
ま
た
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
、
こ
の
問
題
に
近
す
ぎ
る
た
め
、
客
観
的
に
論

じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
る）
１４４
（

。
あ
る
い
は
、
法
的
物
語
は
、
論
者
が
、
そ
の
背
景
ゆ
え
に
、
そ
の
問
題
を
理
解
す
る
に
あ
た

り
優
越
的
な
地
位
を
占
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
論
を
抑
制
す
る
と
の
批
判
や
、
批
判
的
人
種
理
論
が
客
観
的
真
実

に
対
し
て
無
頓
着
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る）
１４５
（

。F
arber

ら
は
、
こ
の
よ
う
な
反
客
観
主
義
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
否
定
の
た
め
に
悪
用
さ

れ
か
ね
な
い
と
批
判
す
る）
１４６
（

。

九
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こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
、K

ennedy

は
近
年
の
右
傾
化
し
た
最
高
裁
の
多
数
派
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と

の
反
論）
１４７
（

や
、K

ennedy

は
そ
も
そ
も
批
判
的
人
種
理
論
が
批
判
す
る
現
状
の
合
理
性
と
妥
当
性
を
当
然
の
も
の
と
し
て
い
る
た
め
、

K
ennedy

の
批
判
は
失
当
で
あ
る
と
の
反
論
が
あ
る）
１４８
（

。
ま
た
、
批
判
的
人
種
理
論
の
強
み
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
経
験
の
共
通
性
の
同
一

化
で
あ
る
か
ら
、
確
か
に
個
人
的
な
相
違
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
共
有
す
る
相
違
点
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
前
に

個
人
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
解
読
で
き
な
い
、
ま
た
制
圧
さ
れ
た
声
の
不
協
和
音
と

な
っ
て
し
ま
う
と
の
反
論
が
あ
る）
１４９
（

。F
arber

ら
の
批
判
に
対
し
て
は
、
彼
ら
は
基
準
に
対
す
る
批
判
と
、
そ
の
基
準
の
も
と
で
成
功
し
た

個
人
へ
の
批
判
を
混
同
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
反
論
が
あ
る）
１５０
（

。
ま
た
、
反
客
観
主
義
と
の
批
判
に
対
し
て
は
、F

arber

ら
は
、
客
観
主
義

や
西
洋
の
基
準
の
最
も
熱
烈
な
採
用
者
に
は
、
単
に
昔
に
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
奴
隷
制
や
メ
キ
シ
コ
征
服
、
ネ
イ
テ
ィ

ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
大
虐
殺
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
強
制
収
容
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
者
が
い
る
こ
と
を
見
過
ご
し
て
い
る

と
指
摘
す
る）
１５１
（

。
そ
も
そ
も
、
批
判
的
人
種
理
論
に
と
っ
て
は
、
客
観
的
真
実
は
、
少
な
く
と
も
社
会
科
学
や
政
治
学
に
お
い
て
は
存
在
し
な

い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
領
域
で
は
、
真
実
は
、
優
越
的
な
集
団
の
目
的
追
求
の
た
め
に
作
ら
れ
た
社
会
構
造
で
あ
る）
１５２
（

。
ま
た
、
分
析
的

な
推
論
は
社
会
的
、
歴
史
的
、
政
治
的
文
脈
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
真
実
は
本
質
的
で
は
な
く
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い

概
念
で
あ
る）
１５３
（

。

　

批
判
的
人
種
理
論
は
、
外
部
か
ら
の
批
判
に
対
し
、
こ
の
よ
う
に
反
論
し
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
独
自
の
視
点
、
経
験
の
存
在
を
主
張
し
た
。

三　
「
差
別
的
意
図
の
要
求
」
批
判

　

批
判
的
人
種
理
論
の
主
張
の
一
つ
に
、W

ashington v. D
avis

で
）
１５４
（

示
さ
れ
た
﹁
差
別
的
意
図
の
要
求
﹂
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
。
そ
の

発
端
は
、
一
九
八
七
年
のC

harles L
aw

rence

の
論
文
（
以
下
、L

aw
rence

論
文
と
す
る）
１５５
（

）
で
あ
る
。

九
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従
来
、D

avis

判
決
は
様
々
な
批
判
に
曝
さ
れ
て
き
た
。L

aw
rence

は
、D

avis

判
決
批
判
に
は
、
主
と
し
て
、
二
つ
の
議
論
が
あ
る
と

指
摘
す
る
。
一
つ
が
人
種
差
別
の
動
機
中
心
法
理
は
、
非
常
に
重
い
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
不
可
能
な
ほ
ど
の
立
証
責
任
を
課
し
て
し
ま
う
と

い
う
批
判
で
あ
る）
１５６
（

。
も
う
一
つ
は
、
人
種
的
不
平
等
に
よ
る
傷
は
、
立
法
者
の
動
機
に
は
関
係
な
く
存
在
す
る
と
い
う
、
よ
り
根
源
的
な
批

判
で
あ
る）
１５７
（

。
す
な
わ
ち
、
人
種
的
不
平
等
と
い
う
事
実
が
真
の
問
題
で
あ
り
、
人
種
的
不
均
衡
の
害
悪
は
、
動
機
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に

高
め
ら
れ
た
司
法
審
査
の
引
き
金
を
引
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
批
判
で
あ
る）
１５８
（

。
そ
れ
に
対
し
、D

avis

判
決
を
擁
護
す
る
者
は
主
と
し
て
、

以
下
の
四
点
を
主
張
し
た）
１５９
（

。
一
点
目
は
、
人
種
的
不
均
衡
の
影
響
（racially disproportionate im

pact

）
を
も
た
ら
す
す
べ
て
の
政
府

行
為
を
厳
格
審
査
に
服
さ
せ
る
基
準
は
、
あ
ま
り
に
コ
ス
ト
が
か
か
り
過
ぎ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
点
目
に
、
不
均
衡
の
影
響
の
基
準

は
、
無
実
の
人
々
に
対
し
、
彼
ら
と
は
無
関
係
な
害
悪
の
救
済
の
コ
ス
ト
を
強
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
三
点
目
に
、
司
法
の
意
思
決
定

者
は
明
示
的
に
人
種
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
た
め
、影
響
の
基
準
は
平
等
保
護
の
価
値
と
矛
盾
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
四
点
目
は
、
司
法
部
が
、
他
の
正
当
な
社
会
利
益
を
犠
牲
に
し
て
、
他
の
点
で
は
中
立
的
な
政
府
行
為
の
人
種
的
不
均
衡
の
影
響
を

矯
正
す
る
こ
と
を
選
ぶ
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

L
aw

rence

は
、D

avis

判
決
に
対
す
る
批
判
に
共
感
を
覚
え
な
が
ら
も
、
意
図
／
影
響
の
議
論
に
加
わ
る
の
で
は
な
く
、
人
種
差
別
に

関
し
て
考
察
す
る
た
め
の
他
の
方
途―

レ
イ
シ
ズ
ム
の
起
源
と
、
そ
れ
が
引
き
起
こ
す
傷
の
性
質
を
よ
り
正
確
に
描
写
す
る
方
途―

を

提
唱
す
る）
１６０
（

。L
aw

rence

は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
、
レ
イ
シ
ズ
ム
が
主
要
な
役
割
を
演
じ
て
き
た
、
ま
た
未
だ
に
演
じ
て
い
る
共
通
の
歴
史
的
・

文
化
的
遺
産
を
共
有
す
る
と
指
摘
し
、
こ
の
共
有
さ
れ
る
経
験
ゆ
え
に
、
ア
メ
リ
カ
人
は
、
個
人
の
人
種
に
重
要
性
を
付
与
し
、
非
白
人
に

関
す
る
否
定
的
な
感
情
や
意
見
を
引
き
起
こ
す
多
く
の
思
想
、
態
度
、
そ
し
て
信
条
を
共
有
す
る
と
主
張
す
る）
１６１
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
文

化
的
信
条
の
体
系
が
す
べ
て
の
人
に
影
響
を
与
え
て
い
る
限
り
、﹁
我
々
は
す
べ
て
レ
イ
シ
ス
ト
で
あ
る
﹂
と
同
時
に
、﹁
ほ
と
ん
ど
の
者
は
、

自
身
の
レ
イ
シ
ズ
ム
に
気
付
い
て
い
な
い
﹂
と
指
摘
す
る）
１６２
（

。
そ
し
て
、
文
化
的
経
験
が
人
種
に
関
す
る
信
条
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
こ
と

九
四
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や
、
こ
れ
ら
の
信
条
が
自
身
の
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
、
人
種
差
別
を
生
み
だ
す
態
度
の
大
部
分
は
、

﹁
無
意
識
の
人
種
的
動
機
﹂
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る）
１６３
（

。

　

そ
し
て
、L

aw
rence

は
、
人
種
差
別
的
信
条
や
思
想
の
無
意
識
の
性
質
の
説
明
と
し
て
、
二
点
挙
げ
て
い
る
。
一
点
目
はF

reud

の
理

論
を
用
い
、
個
人
の
経
験
が
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
思
想
と
、
そ
の
思
想
を
非
難
す
る
社
会
的
倫
理
と
の
間
で
対
立
す
る
と
き
、
精
神
は
、
彼
あ

る
い
は
彼
女
の
意
識
か
ら
レ
イ
シ
ズ
ム
を
排
除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る）
１６４
（

。
二
点
目
は
、
文
化
は
特
定
の
信
条
や
選
好
を
伝
播
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
信
条
は
文
化
の
一
部
分
で
あ
る
た
め
、
明
確
な
教
訓
と
し
て
経
験
さ
れ
な
い
、
そ
れ
ゆ
え
、
レ
イ
シ
ズ
ム
は
我
々
の
文
化

に
深
く
染
み
込
ん
で
い
る
た
め
、
暗
黙
の
理
解
に
よ
り
伝
播
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る）
１６５
（

。
こ
れ
ら
の
暗
黙
の
理
解
は
、
明
確
に
表
現
さ
れ

な
い
た
め
、
意
識
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
経
験
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い）
１６６
（

。

　

L
aw

rence

は
、
以
上
の
よ
う
に
述
べ
、﹁
差
別
的
意
図
の
要
求
﹂
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
平
等
保
護
原
理
は
、
無
意
識
の
レ
イ
シ
ズ

ム
に
真
剣
に
向
き
合
う
方
途
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る）
１６７
（

。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
、﹁
文
化
的
意
味
（cultural 

m
eaning

）﹂
の
基
準―

我
々
が
直
接
観
測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
集
合
的
な
無
意
識
を
も
っ
と
も
よ
く
類
推
で
き
、
ま
た
そ
の
証
拠
と

な
る
、
人
種
差
別
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
行
為
の
﹁
文
化
的
意
味
﹂
に
着
目
す
る
基
準―

を
提
唱
す
る）
１６８
（

。
こ
の
基
準
は
、
無
意
識
の
レ
イ
シ

ズ
ム
と
、
人
種
的
意
味
を
も
っ
た
既
存
の
文
化
的
象
徴
と
の
間
に
関
連
を
持
た
せ
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
の
行
為
を
、
そ
れ
が
象
徴
的
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、文
化
が
人
種
的
重
要
性
を
付
与
す
る
の
に
伝
達
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
評
価
す
る
基
準
で
あ
る）
１６９
（

。
こ
の
基
準
に
よ
り
、

L
aw

rence

は
、
行
為
者
は
、
自
身
が
文
化
の
一
部
で
あ
り
、
た
と
え
自
身
の
レ
イ
シ
ズ
ム
的
信
条
に
無
自
覚
で
あ
っ
て
も
、
人
種
的
考
慮

に
よ
る
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
し
に
行
為
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
裁
判
所
は
厳
格
な
審
査
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

す
る）
１７０
（

。

　

L
aw

rence

論
文
の
公
表
後
二
〇
年
が
経
過
し
た
二
〇
〇
七
年
に
は
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
・
ロ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
が
﹁
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

九
五
〇
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し
たL

aw
rence

論
文
後
の
無
意
識
の
偏
見
と
ア
メ
リ
カ
の
法
制
度
の
議
論
を
中
心
に
回
顧
す
る
﹂
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
た）
１７１
（

。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、L

aw
rence

は
、
人
種
的
文
脈
の
文
化
的
意
味
が
、
自
身
の
一
九
八
七
年
の
論
文
の
中
心
で
、
最
も
重
要
な
観
念

で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る）
１７２
（

。
す
な
わ
ち
、L

aw
rence

は
、
特
定
の
無
意
識
の
理
論
を
説
明
し
、
促
進
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
白
人

の
優
越
性
が
、
強
制
的
な
力
の
意
図
的
な
展
開
を
通
し
て
の
み
な
ら
ず
、
人
種
的
文
脈
の
創
造
、
解
釈
、
同
化
も
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
維

持
さ
れ
て
き
た
か
を
探
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た）
１７３
（

。
こ
の
点
、L
aw

rence

論
文
以
後
の
論
考
は
、L

aw
rence

論
文
の
趣
旨
を
捉
え
損
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
論
考
の
、
個
人
の
精
神
の
働
き
へ
の
認
識
心
理
学
の
焦
点
は
、
我
々
が
レ
イ
シ
ズ
ム
を
私
的
な
関
心
と
し
て

考
え
て
し
ま
う
こ
と
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
う
と
批
判
す
る）
１７４
（

。
そ
こ
で
、L

aw
rence

は
、﹁
社
会
的
な
疾
病
（disease

）
と
し
て
の
レ
イ

シ
ズ
ム
の
理
解
を
促
進
し
、
ま
た
、
憲
法
は
、
そ
の
治
療
へ
の
我
々
の
集
団
の
責
任
を
命
ず
る
﹂
こ
と
を
主
張
す
る）
１７５
（

。

　

L
aw

rence

の
理
論
に
対
し
て
は
、
な
ぜ
、﹁
無
実
の
﹂
白
人
が
、
自
身
に
は
責
任
の
な
い
、
人
種
差
別
を
救
済
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、D

avis

判
決
に
お
い
て
も
、
実
際
に
同
様
の
主
張
が
な
さ
れ
た）
１７６
（

。D
avis

判
決
は
、
こ
の
主
張
を
認
め
た―

す
な
わ
ち
、
意
図
的
な
レ
イ
シ
ス
ト
の
み
が
人
種
的
平
等
と
い
う
憲
法
上
の
価
値
を
侵
害
す
る
と
判
断

さ
れ
た）
１７７
（

。
さ
ら
に
、
最
高
裁
は
、
た
と
え
劇
的
な
人
種
的
不
平
等
が
証
明
さ
れ
た
と
し
て
も
、
被
告
は
意
図
的
な
レ
イ
シ
ス
ト
で
は
な
い
た

め
、
憲
法
違
反
は
起
こ
っ
て
い
な
い
と
判
示
し
た
が
、L

aw
rence

は
、
こ
の
理
論
に
よ
る
と
、
不
平
等
な
結
果
を
計
画
し
た
意
図
的
な
レ

イ
シ
ス
ト
が
い
な
い
と
の
理
由
で
、
我
々
す
べ
て
は
、
社
会
の
制
度
化
さ
れ
た
、
構
造
的
な
レ
イ
シ
ズ
ム
の
い
か
な
る
責
任
か
ら
も
逃
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
、
我
々
の
誰
も
が
非
難
さ
れ
な
い
一
方
で
、
他
方
で
は
黒
人
は
、
不
平
等
状
態
を
被
り
続
け
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
と
批
判
す
る）
１７８
（

。
こ
の
点
、L

aw
rence

は
、
最
高
裁
が
、
悪
し
き
動
機
の
争
点
と
、
憲
法
上
・
道
徳
上
の
傷
の
争
点
を
混
同
し
て

し
ま
っ
た
点
に
問
題
が
あ
る
た
め
、
両
者
を
切
り
離
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る）
１７９
（

。

　

ま
た
、L

aw
rence

が
個
人
的
な
行
為
者
の
無
意
識
よ
り
も
﹁
集
合
的
な
無
意
識
﹂
に
言
及
し
た
理
由
は
、
害
悪
は
白
人
優
越
主
義
と
い

九
五
一



批
判
的
人
種
理
論
（C

ritical R
ace T

heory

）
の
現
在

（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
二
号�

八
四

う
広
く
共
有
さ
れ
た
信
条
の
継
続
し
た
存
在
に
あ
る
と
い
う
確
信
に
あ
っ
た）
１８０
（

。
こ
の
よ
う
に
、L

aw
rence

は
、﹁
レ
イ
シ
ズ
ム
の
証
拠
と

し
て
レ
イ
シ
ズ
ム
の
効
果
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
効
果
を
生
み
出
す
集
合
的
な
無
意
識
の
実
践
の
役
割
を
説
明
す
る
こ
と

に
よ
り
﹂、
人
々
か
ら
潔
白
で
あ
る
こ
と
を
剥
奪
し
た）
１８１
（

。
す
な
わ
ち
、L

aw
rence

は
、﹁
わ
れ
わ
れ
が
日
常
的
に
見
な
い
こ
と
を
選
ん
で
い

る
も
の
を
見
え
る
よ
う
に
し
た
﹂
の
で
あ
る）
１８２
（

。

四　

批
判
的
白
人
研
究

　

批
判
的
人
種
理
論
の
洞
察
は
、﹁
白
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
﹂
に
向
け
ら
れ
た）
１８３
（

。
あ
る
者
が
﹁
白
人
﹂
で
あ
る

か
否
か
と
い
う
問
い
は
、
決
し
て
容
易
な
問
い
で
は
な
い）
１８４
（

。
批
判
的
人
種
理
論
は
、
こ
の
問
い
に
関
し
、﹁
白
人
﹂
を
定
義
す
る
に
あ
た
り
、

法
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
、
白
人
の
特
権
と
法
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る）
１８５
（

。
す
な
わ
ち
、﹁
人
種
﹂
は
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
特
権
を
作
り
、
維
持
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。D

elgado

とJean Stefancic

が
編
集
し

た
﹁
批
判
的
白
人
研
究
﹂
と
い
う
論
文
集
に
お
い
て
、
①
白
人
が
自
分
自
身
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
、
②
白
人
が
他
者
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
か
、
③
白
人
性
（w
hiteness

）
に
お
け
る
歴
史
の
役
割
、
④
白
人
性
に
お
け
る
法
の
役
割
、
⑤
白
人
性
に
お
け
る
文
化
の
役
割
、

⑥
白
人
の
特
権
、
⑦
白
人
性
の
社
会
階
層
、
⑧
色
の
障
壁
、
⑨
生
物
学
と
疑
似
科
学
、
⑩
白
人
の
意
識
、
白
人
の
力
、
⑪
我
々
は
何
を
す
べ

き
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る）
１８６
（

。

　

こ
こ
で
主
張
さ
れ
る
の
は
、﹁
白
人
性
﹂
は
、
他
の
人
種
が
従
わ
さ
れ
る
﹁
規
範
﹂
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る）
１８７
（

。
そ
し
て
、
そ
の

よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
白
人
で
あ
る
こ
と
は
、
特
権
を
伴
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
人
が
享
受
し
て
い
る
特
権
は
、

必
ず
し
も
自
覚
さ
れ
て
は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、﹁
白
人
で
あ
る
こ
と
と
は
、
そ
の
こ
と
を
考
え
な
い
こ
と）
１８８
（

﹂
で
あ
り
、
多
く
の
白
人
に

と
っ
て
、
人
種
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
有
色
人
種
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
有
色
人
種
と
の
関
係
に
お
い
て
自
ら
を
考
え

九
五
二
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る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る）
１８９
（

。
人
種
は
、
有
色
人
種
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
を
通
し
て
世
界
を
見
る
フ
ィ
ル
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
が
、
白

人
に
と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
い）
１９０
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
一
度
白
人
と
﹁
認
定
﹂
さ
れ
た
ら
、
他
の
白
人
に
と
っ
て
、
人
種
が
な
い
（raceless

）
状

態
と
な
る）
１９１
（

。

　

そ
の
た
め
、
批
判
的
人
種
理
論
の
論
者
は
、
白
人
が
自
ら
の
﹁
白
人
性
﹂
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
に

用
い
ら
れ
る
の
が
、﹁
無
自
覚
性
（transparency

）﹂
あ
る
い
は
﹁
人
種
的
忘
却
性
（race obliviousness

）﹂
と
い
う
概
念
で
あ
る）
１９２
（

。
こ

れ
ら
の
概
念
は
、
社
会
が
、
そ
の
白
い
肌
の
色
を
理
由
に
賦
与
す
る
特
権
を
認
識
し
損
な
う
こ
と
を
意
味
す
る）
１９３
（

。
こ
の
﹁
無
自
覚
性
﹂
現
象

は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
特
権
の
永
続
化
に
寄
与
す
る
と
さ
れ
る）
１９４
（

。
批
判
的
人
種
理
論
の
論
者
は
、﹁
無
自
覚
性
﹂
に
鑑
み
、
人
種
中
立
的
な

意
思
決
定
と
い
う
概
念
に
疑
問
を
呈
す
る）
１９５
（

。
少
な
く
と
も
、
表
面
上
は
中
立
的
に
見
え
る
基
準
を
額
面
通
り
に
受
け
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い

と
主
張
す
る）
１９６
（

。
な
ぜ
な
ら
ば
、
多
く
の
白
人
は
、
周
囲
が
ほ
と
ん
ど
白
人
と
い
う
状
況
で
生
活
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
白
人
の
意
思
決
定

者
に
よ
り
用
い
ら
れ
る
基
準
と
な
る
規
範
の
枠
組
み
を
作
る
白
人
の
概
念
に
依
拠
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る）
１９７
（

。
す
な
わ
ち
、
白
人
の
意
思
決

定
者
は
、
実
際
に
は
白
人
性
に
密
接
に
関
係
す
る
個
人
的
な
特
徴
、
習
性
、
態
度
を
、
誤
っ
て
人
種
中
立
的
な
も
の
と
し
て
認
識
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る）
１９８
（

。
そ
し
て
、
白
人
に
よ
る
﹁
無
自
覚
﹂
な
意
思
決
定
は
、
人
種
的
な
利
益
や
不
利
益
を
組
織
的
に
作
り
出
し
、
あ
る
い
は
永
続

さ
せ
る
制
度
的
な
実
践―

制
度
的
レ
イ
シ
ズ
ム―
で
あ
る
と
主
張
す
る）
１９９
（

。

　

B
arbara F

lagg

は
、明
確
な
形
態
で
は
な
い
制
度
的
レ
イ
シ
ズ
ム
を
包
含
す
る
に
は
、既
存
の
法
の
人
種
差
別
の
概
念
は
狭
す
ぎ
る
た
め
、

既
存
の
法
は
、
こ
の
よ
う
な
﹁
無
自
覚
性
﹂
現
象
に
対
し
て
鈍
感
で
あ
る
と
指
摘
す
る）
２００
（

。
す
な
わ
ち
、F

lagg

に
よ
る
と
、
既
存
の
人
種
差

別
法
は
、
白
人
の
﹁
無
自
覚
﹂
な
意
思
決
定
の
形
態
を
と
る
差
別
に
対
し
て
、
救
済
を
与
え
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
既
存
の
法
自
体
が
制

度
的
レ
イ
シ
ズ
ム
の
一
形
態
で
あ
る）
２０１
（

。

　

批
判
的
人
種
理
論
の
論
者
は
、
こ
の
﹁
無
自
覚
性
﹂
に
鑑
み
、
法
だ
け
で
な
く
、
白
人
の
人
種
意
識
の
変
化
も
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

九
五
三
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す
な
わ
ち
、
人
種
中
立
に
対
し
、
懐
疑
主
義
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、﹁
透
明
性
（transparency

；

筆
者
注
）
と
い
う
枠
組
を

破
壊）
２０２
（

﹂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
こ
で
も
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
視
点
へ
と
転
換

す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る）
２０３
（

。

第
２
節　

二
〇
〇
一
年
以
降
の
理
論
動
向

　

前
節
ま
で
に
概
観
し
た
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
外
部
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
内
部
か
ら
の
批
判
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
反
論

を
行
い
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
本
節
で
は
、
前
章
で
述
べ
たD

elgado

の
問
題
提
起
を
中
心
と
す
る
二
〇
〇
一
年
以

降
の
内
部
対
立―

観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
物
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ―

を
概
観
し
て
、
批
判
的
人
種
理
論
の
方
向
性
を
探
る
。

一　

議
論
の
発
端―

Law
rence

論
文
に
対
す
る
批
判―

　

二
〇
〇
一
年
以
降
の
、
観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
物
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
対
立
の
発
端
は
、L

aw
rence

論
文
に
対
す
る
、

D
elgado

の
批
判
で
あ
る
。

　

前
述
の
通
り
、L

aw
rence

は
、
一
九
八
七
年
の
論
文
で
、F

reud

の
精
神
分
析
の
手
法
を
用
い
、﹁
無
意
識
の
差
別
﹂
と
い
う
概
念
に

着
目
し
、D

avis

判
決
で
示
さ
れ
た
﹁
差
別
的
意
図
の
要
求
﹂
を
批
判
し
て
い
る
。L

aw
rence

論
文
は
近
年
で
最
も
引
用
さ
れ
た
論
文
の

一
つ
と
さ
れ
る）
２０４
（

。L
aw

rence

論
文
は
、
学
者
が
レ
イ
シ
ズ
ム
の
本
質
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
促
し
、
ま
た
、
学
者
以
外
の
者
が
自
分
た
ち

の
行
動
が
、
ど
の
よ
う
に
無
意
識
に
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
害
し
て
い
る
の
か
を
思
い
起
こ
す
こ
と
を
促
し
、
ま
た
、
い
く
つ
か
の
連
邦

反
差
別
法
に
お
い
て
、
差
別
的
意
図
の
要
求
を
排
除
あ
る
い
は
緩
和
す
る
の
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た）
２０５
（

。
さ
ら
に
は
、
無
意
識
の
差
別
の

観
念
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
障
害
に
よ
る
偏
見
を
含
む
、
法
の
他
の
領
域
に
も
適
用
さ
れ
て
き
た）
２０６
（

。
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し
か
し
、D

elgado

は
、L

aw
rence

の
論
文
は
、
人
種
と
レ
イ
シ
ズ
ム
に
関
す
る
真
実
の
一
部
分
し
か
捉
え
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
、

観
念
的
な
（ideal

）
要
素―

思
考
、
言
説
、
感
情
、
精
神
的
な
範
疇―

は
、
人
種
と
レ
イ
シ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
に

つ
き
、部
分
的
に
し
か
説
明
で
き
な
い
と
指
摘
す
る）
２０７
（

。
そ
れ
に
対
し
、物
質
的
な
（m

aterial

）
要
素―

社
会
経
済
的
競
争
、移
民
の
圧
迫
、

利
益
追
求
、
労
働
人
口
（labor pool

）
に
お
け
る
変
化
、
排
外
主
義―

は
よ
り
重
大
な
要
素
で
あ
り
、
今
日
の
状
況
に
お
い
て
は
、
精

神
分
析
的
な
人
種
の
理
解
に
焦
点
を
当
て
続
け
る
こ
と
は
、
分
析
的
な
明
瞭
さ
と
戦
略
的
な
正
確
さ
の
双
方
を
犠
牲
に
す
る
と
主
張
す
る）
２０８
（

。

す
な
わ
ち
、D

elgado
は
、L

aw
rence

の
よ
う
な
観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
人
種
問
題
を
論
じ
る
に
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
物

質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

こ
こ
で
い
う
﹁
観
念
主
義
者
﹂
は
、
レ
イ
シ
ズ
ム
や
差
別
は
思
考
、
態
度
、
範
疇
化
、
そ
し
て
言
説
の
問
題
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
の
根
底
に
あ
る
、
特
定
の
人
々
は
他
者
よ
り
も
価
値
が
劣
っ
て
い
て
、
よ
り
徳
が
低
く
、
よ
り
ア
メ
リ
カ
人
で
は
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
伝
達
す
る
イ
メ
ー
ジ
、
言
葉
、
態
度
、
台
本
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
差
別
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る）
２０９
（

。
そ
れ
に
対
し
、﹁
人

種
的
リ
ア
リ
ス
ト
﹂
あ
る
い
は
﹁
経
済
的
決
定
論
者
﹂
は
、
態
度
や
言
葉
は
重
要
で
は
あ
る
が
、
レ
イ
シ
ズ
ム
は
、
他
の
集
団
の
構
成
員
に

向
け
ら
れ
た
好
意
的
で
な
い
態
度
を
と
る
こ
と
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
物
質
的
な
要
素
が
人
種
差
別
の
分
析
に
は
必
要
で
あ
る
と
主
張
す

る
）
２１０
（

。
リ
ア
リ
ス
ト
（
物
質
主
義
者
）
に
と
っ
て
、
レ
イ
シ
ズ
ム
は
、
社
会
が
特
権
や
地
位
、
福
祉
を
割
り
当
て
る
手
段
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

人
種
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、
最
高
の
仕
事
、
最
高
の
学
校
、
自
宅
の
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
招
待
を
含
む
具
体
的
な
利
益
を
だ
れ
が
受
け
る
の
か

を
決
定
す
る
。
物
質
主
義
者
は
、
国
の
征
服
は
、
そ
の
対
象
か
ら
搾
取
す
る
こ
と
を
合
理
化
す
る
た
め
に
、
概
し
て
、
そ
れ
ら
を
悪
し
き
も

の
と
し
て
描
写
す
る
と
主
張
す
る）
２１１
（

。

　

前
章
で
述
べ
た
と
お
り
、D

elgado

は
、
近
年
、
多
く
の
人
種
理
論
家
が
、
ほ
と
ん
ど
思
考
と
言
説
の
領
域
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
、

す
な
わ
ち
、
観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
と
し
て
、L

aw
rence

論
文
や
、
ヨ
ー
ロ

九
五
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ッ
パ
の
哲
学
者―

official know
ledge

の
構
築
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
や
社
会
的
な
力
の
役
割
を
強
調
す
るD

errida

やF
oucault ―

の
影
響
を
指
摘
す
る）
２１２
（

。
こ
の
よ
う
な
潮
流
に
対
し
、D

elgado

は
、
レ
イ
シ
ズ
ム
は
、
我
々
が
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
止
め
れ
ば
存

在
し
な
く
な
る
も
の
で
は
な
く
、D

errida

が
言
う
よ
う
に
、
我
々
の
知
る
す
べ
て
は
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
出
来
事
は
そ
れ
ら
独
自
の

ロ
ジ
ッ
ク
で
も
あ
る
と
批
判
す
る）
２１３
（

。

　

さ
ら
に
、D

elgado
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、L

aw
rence

を
批
判
す
る）
２１４
（

。

　

人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
の
描
写
の
歴
史
は
、
黒
人
の
メ
デ
ィ
ア
イ
メ
ー
ジ
が
社
会
的
必
要
性
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
を
示
す
。
あ

る
時
代
に
お
い
て
は
、
一
方
で
は
、
幸
福
な
黒
人
と
の
混
血
児
は
、
黒
人
た
ち
は
幸
せ
で
あ
る
と
し
て
主
流
の
ア
メ
リ
カ
社
会
を
安
心
さ
せ

る
が
、
他
方
で
は
、
黒
人
男
性
の
誇
張
さ
れ
た
恐
ろ
し
い
イ
メ
ー
ジ―

し
ば
し
ば
、
白
人
女
性
に
下
心
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
も
の―

は
、
抑
圧
を
正
当
化
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
に
も
あ
て
は
ま
る
。
人
種
間
の
対
立
の
時
代
に
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・

ア
メ
リ
カ
ン
は
邪
悪
で
残
忍
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
他
の
時
代
に
お
い
て
は
、
自
然
を
愛
す
る
高
貴
な
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
言
葉
の
み
を
通
し
て
は
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
物
質
的
な
状
態
が
変
化
を
要
求
し
て
い
る
と
き
に
、
次
の
段
階
へ
と

進
む
の
で
あ
る
。
我
々
の
無
意
識
の
内
容
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
し
て
突
然
に
変
化
す
る
た
め
、
無
意
識
の
力
や
フ
ロ
イ
ト
の
欲
求
の
見
地
か

ら
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
説
明
す
る
こ
と
は
非
論
理
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
社
会
は
、
あ
る
集
団
に
対
し
て
は
激
し
い
レ
イ
シ
ス
ト
で
あ
る

と
同
時
に
、
他
の
集
団
は
心
か
ら
歓
迎
す
る
こ
と
も
あ
る
。
も
し
レ
イ
シ
ズ
ム
が
主
と
し
て
兄
弟
間
の
競
争
や
エ
デ
ィ
プ
ス
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
の
よ
う
な
、
無
意
識
の
悪
意
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
時
代
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
う

し
て
あ
る
時
代
に
お
い
て
は
あ
る
集
団
に
好
意
的
で
あ
る
の
に
、
短
時
間
の
後
に
は
そ
の
集
団
を
冷
遇
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

九
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D

elgado

は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、L

aw
rence

論
文
は
、﹁
言
説
分
析
の
論
理
的
な
最
終
段
階
で
あ
り
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界
を
示
し

て
い
る
﹂
と
批
判
す
る）
２１５
（

。
な
ぜ
な
ら
、
言
説
と
物
質
的
状
態
、
思
考
と
経
済
的
強
制
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
人
種
的
従
属
は
、
言
説
分
析
が

理
解
し
て
い
る
も
の
よ
り
も
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
、
物
質
的
変
化
は
、
人
種
的
意
識
に
先
に
立
ち
、
ま
た
そ
れ
を
促
進
す
る
も
の
だ
か
ら
で

あ
る）
２１６
（

。
そ
し
て
、﹁L

aw
rence

は
、﹃
レ
イ
シ
ズ
ム
は
疾
病
で
あ
る
﹄
と
言
う
が
、
確
か
に
そ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
レ
イ
シ
ズ
ム
は
ま

た
熱
病
（fever
）
で
も
あ
る
﹂
と
指
摘
し
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
症
状
を
、
レ
イ
シ
ズ
ム
を
生
み
出
し
維
持
す
る
力―

経
済
的
抑
圧―

に

留
意
す
る
こ
と
な
く
扱
う
こ
と
は
、
レ
イ
シ
ズ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
を
妨
げ
、
ま
た
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
効
果
的
な
戦
略
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
す
る）
２１７
（

。

二　

観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
物
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
接
合
の
可
能
性

　

前
述
の
よ
う
に
、D

elgado

は
、
観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
物
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
主
張

し
た
。
し
か
し
、D

elgado

も
観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
要
で
あ
る
と
は
主
張
し
て
い
な
い
。
ま
た
、Johnson

は
、
観
念
主
義
の
言

説
は
、
社
会
が
ど
の
よ
う
に
、
力
の
不
均
衡
が
生
み
出
す
人
種
的
従
属
を
合
理
化
す
る
の
か
、
ま
た
、
優
越
的
集
団
が
ど
の
よ
う
に
近
年
の

不
平
等
状
態
を
正
当
化
し
、
改
革
の
要
求
を
妨
げ
る
か
を
理
解
す
る
助
け
に
な
る
と
指
摘
す
る）
２１８
（

。
そ
の
う
え
で
、Johnson

は
、
人
種
的
従

属
に
関
す
る
観
念
主
義
的
、
物
質
主
義
的
な
分
析
は
、
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
主
張
す
る）
２１９
（

。

　

ま
た
、C

atherine Sm
ith

が
、
無
意
識
の
偏
見
と
、B

ell

の
﹁
利
益
合
致
原
理
﹂
と
を
用
い
た
主
張
を
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

Sm
ith

は
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
間
の
無
意
識
の
偏
見
が
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
間
の
連
携
を
阻
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
、
一
部
の
パ
ワ
ー

エ
リ
ー
ト
が
利
益
を
得
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
獲
得
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
利
益
と
合
致
し
て

い
る
範
囲
に
お
い
て
の
み
達
成
さ
れ
る
と
す
るB

ell

の
利
益
合
致
原
理
と
は
異
な
り
、Sm

ith

は
、
互
い
に
無
関
心
あ
る
い
は
敵
対
的
で

九
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あ
っ
た
﹁
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
﹂
同
士
が
利
益
を
合
致
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
連
携
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。Sm

ith

は
こ
こ
で
、
無
意
識
の

偏
見
の
克
服
を
目
指
すL

aw
rence

の
議
論
が
、Bell

の
利
益
合
致
原
理
を
再
構
成
す
る
の
に
有
用
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
無
意
識
の
偏
見
に
着
目
す
るL

aw
rence

と
は
異
な
り
、Sm

ith

は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
同
士
の

無
意
識
の
偏
見
に
着
目
し
、
そ
の
克
服
の
た
め
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
同
士
の
利
益
を
合
致
さ
せ
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
部
の
パ
ワ
ー
エ
リ
ー
ト
が
維
持
し
て
き
た
力
や
特
権
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
対
し
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。

　

Sm
ith

は
、
多
く
の
無
意
識
の
偏
見
の
研
究
が
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
を
抑
圧
す
る
際
に
、
偏
見
が
ど
の
よ
う
に
機
能

す
る
か
に
着
目
し
て
き
て
お
り
、
周
辺
的
な
地
位
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
集
団
の
、﹁
他
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
﹂
に
対
す
る
無
関
心
あ
る
い

は
敵
意
に
着
目
し
て
い
な
い
点
を
指
摘
す
る）
２２０
（

。
そ
こ
で
、Sm

ith

は
、
無
意
識
の
偏
見
が
、
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
た
集
団
が
、
他
の
集
団
と

意
味
の
あ
る
連
携
を
築
く
こ
と
か
ら
妨
げ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
抑
圧
さ
れ
て
い
る
集
団
間
の
偏
見
を
克
服
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
集

団
の
相
互
の
周
縁
化
が
ど
の
よ
う
に
少
数
の
パ
ワ
ー
エ
リ
ー
ト
の
特
権
を
支
え
て
い
る
か
を
暴
く
た
め
の
方
途
を
示
す
こ
と
を
主
張
す
る）
２２１
（

。

　

Sm
ith

は
ま
ず
、
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
論
は
、
無
意
識
の
偏
見
は
、
個
人
の
認
識
の
過
程
を
通
し
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
集
団

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
り
影
響
さ
れ
て
機
能
す
る
と
指
摘
す
る）
２２２
（

。
そ
し
て
、
個
人
は
互
い
を
内
部
集
団
と
外
部
集
団
と
に
分
け
、
肯
定

的
な
価
値
が
内
部
集
団
に
あ
る
も
の
と
し
、
否
定
的
価
値
が
外
部
集
団
に
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
よ
う
な
抑
圧
さ
れ
た
集

団
間
の
偏
見
が
、
抑
圧
さ
れ
た
集
団
間
の
連
携
へ
の
重
大
な
障
壁
と
な
り
、
ま
た
現
状
を
維
持
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す

る
）
２２３
（

。Sm
ith

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
に
は
、
人
種
間
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
集
団
の
、
し

ば
し
ば
異
な
る
が
共
通
の
周
縁
化
の
原
因
を
暴
く
た
め
の
道
具
と
し
て
、
彼
ら
の
利
益
が
ど
の
よ
う
に
合
致
す
る
か
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
主
張
す
る）
２２４
（

。
す
な
わ
ち
、
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
的
な
偏
見
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
抑
圧
さ
れ
た
集
団
が
共
同
し
て
、
彼
ら

の
利
益
が
ど
の
よ
う
に
合
致
す
る
の
か―

資
源
を
配
分
し
、
パ
ワ
ー
エ
リ
ー
ト
の
力
と
特
権
を
維
持
す
る
た
め
の
方
途
と
し
て
の
、
人
種
、

九
五
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
性
的
指
向
、
他
の
範
疇
を
用
い
た
社
会
的
、
政
治
的
、
法
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
の
挑
戦
に
お
け
る
共
通
の
利
益
を
ど
の
よ
う
に

持
っ
て
い
る
の
か―

を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
２２５
（

。

　

Sm
ith

は
、
こ
の
よ
う
な
﹁
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
﹂
間
の
利
益
合
致
理
論
は
、
以
下
の
利
点
を
有
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
一
点
目
と
し
て
、

問
題
の
焦
点
を
、
抑
圧
さ
れ
た
集
団
を
他
の
集
団
と
闘
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、
抑
圧
さ
れ
た
集
団
が
、
集
団
が
そ
の
利
益
を
関
係
な
い
あ
る
い

は
競
合
関
係
に
あ
る
と
み
る
と
き
に
は
し
ば
し
ば
覆
い
隠
さ
れ
る
、
文
化
的
規
範
に
基
づ
い
て
周
縁
化
さ
れ
る
方
途
へ
の
共
同
の
非
難
へ
と

移
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る）
２２６
（

。
二
点
目
と
し
て
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
間
の
利
益
の
合
致
は
、
抑
圧
さ
れ
た
集
団
に
、
よ
り
大
き

い
社
会
的
正
義
の
枠
組
を
構
築
す
る
作
用
を
与
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
利
益
が
ど
れ
だ
け
白
人
の
利
益
と
一
致
す
る
か
を
明
ら
か
に

す
る
代
わ
り
に
、
白
人
の
価
値
と
規
範
が
、
た
と
え
そ
れ
が
基
礎
を
な
す
目
的
あ
る
い
は
支
配
的
な
法
や
政
策
の
客
観
性
と
関
係
な
い
と
し

て
も
、
ど
の
よ
う
に
資
源
を
配
分
す
る
評
価
基
準
と
し
て
機
能
す
る
か
に
着
目
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る）
２２７
（

。
三
点
目
と
し
て
、

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
間
の
利
益
の
合
致
は
、
い
か
な
る
抑
圧
さ
れ
た
集
団
の
構
成
員
も
、
そ
れ
ら
の
利
益
が
ど
の
よ
う
に
合
致
す
る
の
か
を
探

求
す
る
た
め
に
合
意
す
る
こ
と
や
、
黒
人
／
白
人
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
超
え
て
進
む
た
め
の
門
戸
を
開
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
）
２２８
（

。
四
点
目
と
し
て
、
こ
の
理
論
は
、
人
種
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
超
え
て
、LG

B
T

（lesbian, gay, bisexual, transgender

）、
障
害
の
あ
る
人
、

移
民
、
経
済
的
不
正
の
標
的
と
さ
れ
た
人
々
な
ど
、
他
の
抑
圧
さ
れ
た
集
団
が
席
に
着
く
余
地
を
許
容
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る）
２２９
（

。
す
な
わ
ち
、

こ
の
理
論
は
、
我
々
が
、
人
種
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
性
的
指
向
、
能
力
、
障
害
、
ま
た
は
他
の
範
疇
が
ど
の
よ
う
に
、
他
の
者
の
特
権
的
地
位

を
維
持
す
る
た
め
に
あ
る
集
団
を
抑
圧
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
か
を
評
価
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る）
２３０
（

。
五
点
目
と
し
て
、
連
携
の
基
礎

の
拡
大
に
関
連
し
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
間
の
利
益
の
合
致
を
め
ぐ
る
議
論
を
再
構
築
す
る
に
際
し
、
有
色
人
種
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
白
人

―

例
え
ば
白
人
の
貧
民
層
、
白
人
の
ゲ
イ
や
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
白
人
の
女
性―
も
ま
た
、
少
数
の
パ
ワ
ー
エ
リ
ー
ト
の
要
求
を
満
た
す
た

め
に
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る）
２３１
（

。

九
五
九
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以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、Sm

ith

は
、L

aw
rence

の
議
論
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、B

ell

の
理
論
を
応
用
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
観
念

主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
物
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
を
接
合
さ
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
今
後
の
批
判
的
人
種
理
論
の
あ
る
べ
き
方
向
を
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、R

ebecca T
sosie

は
、
批
判
的
人
種
理
論
が
、
人
種
的
正
義
の
た
め
に
機
能
す
る
全
体
論
的

な
構
想
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、
物
質
主
義
的
な
観
点
と
観
念
主
義
的
な
観
点
の
双
方
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る）
２３２
（

。
ま
た
、Jennifer 

H
ochschild

は
、
批
判
的
人
種
理
論
の
新
し
い
世
代
が
、
政
治
科
学
者
に
比
べ
、
物
質
的
な
側
面
に
あ
ま
り
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
と
指

摘
し
、
物
質
的
側
面
の
重
要
性
を
主
張
し
つ
つ
も
、
物
質
的
観
点
と
観
念
的
観
点
の
結
合
の
必
要
性
を
説
く）
２３３
（

。
言
説
分
析
に
過
度
に
着
目
す

る
こ
と
を
批
判
す
るA

thena M
utua

も
、
観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
否
定
せ
ず
、
物
質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
補
完
の
必
要
性
を
主
張

す
る）
２３４
（

。
こ
れ
ら
の
論
者
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
物
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、
両
者
は
密

接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
両
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
切
に
用
い
る
こ
と
で
、﹁
レ
イ
シ
ズ
ム
の
決
定
的
な
役
割
に
つ
き
、
現
実
的
な

（realistic

）
評
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
レ
イ
シ
ズ
ム
の
正
確
な
性
質
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
そ
の
無
数
の
害
悪
を
切

り
抜
け
る
た
め
の
身
支
度
を
す
る）
２３５
（

﹂
こ
と
が
、
あ
る
程
度
は
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
３
節　

批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム

　

最
後
に
、
本
節
で
は
、﹁
批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
﹂
と
呼
ば
れ
る
﹁
新
し
い
潮
流）
２３６
（

﹂
を
概
観
す
る
。
批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
、

批
判
的
人
種
理
論
と
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
と
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
法
の
制
定
に
お
い
て
、
法
が
行
わ
れ
る
あ
る
い
は
法
が
適
用
さ
れ

る
べ
き
社
会
的
事
実
を
、
よ
り
体
系
的
に
考
慮
で
き
る
よ
う
、
ま
た
そ
う
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る）
２３７
（

。
批
判
的
人
種
理
論
と
の
共
通

点
と
し
て
、
無
意
識
の
レ
イ
シ
ズ
ム
や
制
度
的
な
レ
イ
シ
ズ
ム
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
点）
２３８
（

や
、
差
別
分
析
の
焦
点
を
、
行
為
者
の
意
図
か
ら
、

﹁
犠
牲
者
の
階
層
﹂
の
物
質
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
状
況
に
転
換
す
る
点）
２３９
（

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

九
六
〇
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批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、（
１
）
法
や
法
制
度
の
体
系
的
な
、
人
種
に
基
づ
く
評
価
や
批
判
と
い
う
脱
構
築
的
要
素
と
、（
２
）
人
種

的
進
歩
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
い
う
構
築
的
要
素
の
二
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
両
要
素
は
経
験
的
社
会
科
学
に
依
拠
し
て
い
る）
２４０
（

。

こ
こ
で
の
社
会
科
学
の
リ
サ
ー
チ
は
、
脳
に
お
い
て
偏
見
が
機
能
す
る
方
途
に
つ
い
て
の
新
し
い
理
解
を
特
に
強
調
す
る）
２４１
（

。
批
判
的
人
種
リ

ア
リ
ズ
ム
は
、
経
験
的
社
会
科
学
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、（
１
）
そ
こ
に
あ
る
で
あ
ろ
う
レ
イ
シ
ズ
ム
を
さ
ら
し
、（
２
）
そ
の
個
人
や
制

度
へ
の
効
果
を
明
ら
か
に
し
、（
３
）
幾
分
の
公
共
政
策
の
議
論
を
通
じ
、
レ
イ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
一
斉
の
攻
撃
を
行
う）
２４２
（

。
こ
の
よ
う
に
、

批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
批
判
的
人
種
理
論
と
社
会
科
学
と
を
架
橋
す
る
理
論
で
あ
る）
２４３
（

。
批
判
的
人
種
理
論
と
社
会
科
学
を
総
合
す
る

利
点
と
し
て
、G

regory P
arks

は
以
下
の
点
を
挙
げ
る）
２４４
（

。
一
点
目
は
、
経
験
的
な
法
学
の
手
法
は
、
個
人
の
偏
見
か
ら
比
較
的
自
由
な
、

合
理
的
で
客
観
的
な
知
識
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
経
験
的
な
法
学
の
手
法
は
、
批
判
的
人
種
理
論
に
と
っ
て
価
値
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
長
い
間
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、B

ell

は
、
経
験
主
義
は
、
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
の
重
要
な
側

面
を
な
す
と
指
摘
す
る
。
こ
の
手
法
は
、
伝
統
的
な
事
例
分
析
と
比
較
し
て
、
法
の
適
用
に
お
け
る
人
種
的
不
均
衡
を
強
調
す
る
に
あ
た
り
、

よ
り
有
用
な
道
具
と
な
り
う
る
。
ま
た
、
こ
の
手
法
は
、
批
判
的
人
種
理
論
が
、
批
判
的
人
種
理
論
の
中
心
的
な
主
義―

ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
、
有
色
人
種
は
抑
圧
さ
れ
て
い
る―

を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
個
人
に
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
を
許
容
す
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
は
、
露
骨
な
レ
イ
シ
ズ
ム
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
が
、
無
意
識
の
レ
イ
シ
ズ
ム
は
存
在
し
、
未
だ
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
や

ほ
か
の
有
色
人
種
の
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
な
さ
れ
た
。
三
点
目
と
し
て
、
手
段―

結
果

の
法
へ
の
関
係
に
関
す
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
学
は
、
公
共
政
策
を
具
体
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
文
脈

に
お
い
て
、
批
判
的
人
種
理
論
が
社
会
科
学
を
採
用
す
る
利
点
は
、
社
会
科
学
が
裁
判
所
、
立
法
府
、
行
政
府
の
政
策
決
定
の
具
体
化
を
助

け
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
手
法
自
体
は
、
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。H

olm
es

裁
判
官
、L

ouis B
randeis

裁
判
官
、B

enjam
in C

ardozo

九
六
一



批
判
的
人
種
理
論
（C

ritical R
ace T

heory

）
の
現
在

（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
二
号�

九
四

裁
判
官
、R

oscoe P
ound

ら
が
ア
メ
リ
カ
の
法
学
に
社
会
科
学
を
受
容
す
る
途
を
作
り
、
ま
た
、C

harles H
ouston

の
業
績
やB

row
n

判
決
の
努
力
が
、
法
へ
の
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
作
り
出
し
た）
２４５
（

。
ま
た
、
近
年
で
はB

ell

やE
m

ily H
ouh

が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
を
取

り
入
れ
る
見
解
を
提
起
し
て
い
る）
２４６
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
そ
れ
ら
の
歴
史
や
同
時
代
の
動
向
を
前
提
と
し
て
、

批
判
的
人
種
理
論
が
さ
ら
に
法
の
ア
ク
タ
ー
や
法
制
度
に
お
け
る
人
種
や
レ
イ
シ
ズ
ム
の
理
解
に
関
す
る
経
験
的
社
会
科
学
を
受
け
入
れ
る

こ
と
を
主
張
す
る）
２４７
（

。
ま
た
、
近
年
の
批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
が
言
及
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
は
、
経
験
主
義
的
な
学
者
が
作
り
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
新
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、（
１
）
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
双
方
を
採

用
す
る
、（
２
）
法
と
社
会
科
学
と
の
間
の
翻
訳
を
促
進
す
る
、（
３
）
研
究
者
の
潜
在
的
な
主
観
性
に
関
す
る
問
題
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
、

（
４
）
そ
の
視
野
を
広
げ
、
ま
た
、
国
内
問
題
と
同
様
に
国
際
問
題
に
も
着
目
す
る
、（
５
）
経
験
的
な
研
究
を
法
理
論
に
組
み
込
む
だ
け
で

な
く
、
政
策
問
題
も
扱
う
、
と
い
う
五
点
が
そ
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
、
単
な
る
批
判
の
手
法
で
は
な
く
、﹁
肯
定
的
な
社
会
変
化
﹂

へ
の
途
を
示
す
も
の
で
あ
る）
２４８
（

。
ま
た
、
新
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
に
加
え
、
行
動
リ
ア
リ
ズ
ム
（behavioral realism

）
に
も
依
拠
す
る
。

行
動
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
法
に
お
け
る
、
人
間
の
決
定
過
程
に
関
連
す
る
見
え
な
い
過
程
や
仮
定
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
ま
た
、
精
神
科

学
に
よ
る
人
間
の
態
度
に
関
す
る
新
し
い
科
学
的
理
解
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
無
意
識
の
人
種
的
態
度
の
基
準
と
し
て
、
暗

黙
の
関
連
テ
ス
ト
を
採
用
す
る）
２４９
（

。
こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
、
批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
は
新
し
い
潮
流
で
あ
る
と
い
え
る
。P

arks

は
、
こ

の
よ
う
な
批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
批
判
的
人
種
理
論
の
議
論
を
大
い
に
強
化
し
、
ま
た
、
批
判
的
人
種
理
論
の
目
標
を
促
進
す
る
も

の
で
あ
る
と
主
張
す
る）
２５０
（

。

九
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こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
外
部
批
判
、
内
部
批
判
に
対
応
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。
批
判
的
人
種
理
論

は
、
レ
イ
シ
ズ
ム
と
闘
う
た
め
に
主
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、B

ell

の
主
張
す
る
よ
う
に
、
レ
イ
シ

ズ
ム
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
レ
イ
シ
ズ
ム
と
闘
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
批
判
的

人
種
理
論
は
、
そ
の
た
め
の
様
々
な
方
法
論
を
展
開
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
主
張
に
共
通
す
る
の
は
、F

reem
an

が
主
張
す
る
、﹁
行
為
者
の
視
点
﹂
か
ら
、﹁
被
害
者
の
視
点
﹂
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ

る
）
２５１
（

。
批
判
的
人
種
理
論
は
、
視
点
の
転
換
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ど
の
程
度
・
ど
う
い
う
手
法
で
﹁
被
害
者
の
視
点
﹂
を
取

り
入
れ
る
か
に
つ
き
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
レ
イ
シ
ズ
ム
は
、﹁
言
説
や
観
念
に
お
い
て
も
、
物
質
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
﹂

存
在
す
る）
２５２
（

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
物
質
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
を
接
合
さ
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
レ
イ
シ
ズ

ム
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
批
判
的
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
の
主
張
す
る
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
有
用

で
あ
ろ
う
。
レ
イ
シ
ズ
ム
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、L

aw
rence

の
主
張
す
る
無
意
識
の
レ
イ
シ
ズ
ム
の
観
念
や
、D

elgado

の
主

張
す
る
物
質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
社
会
科
学
等
の
知
見
の
適
切
な
導
入
等
は
、
特
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー

チ
の
害
悪
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
手
法
は
有
用
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
本
質
に
関
す
る
批
判
的
人
種
理
論
の
洞
察
は
、
特
殊
ア
メ
リ
カ
的
な
も
の
で
は
な
く
、L

evin

が
主
張
す

る
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
も
応
用
可
能
で
あ
る
。L

evin

は
、﹁
日
本
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
国
際
法
や
い
わ
ゆ
る
﹃
外
圧
﹄
に
た
よ

っ
た
改
革
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
す
る
の
に
利
益
合
致
原
理
は
適
合
的
で
あ
る
﹂、
あ
る
い
は
、F

reem
an

の
主
張
す
る
﹁
人
種
的
恒
常
性

原
理―

支
配
的
人
種
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ら
の
圧
力
を
ガ
ス
抜
き
す
る
の
に
必
要
な
限
り
で
改
革
を
進
め
る
に
す
ぎ
な
い

九
六
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と
す
る
も
の―

﹂
は
、﹁
改
革
の
唱
導
者
た
ち
に
対
し
て
課
題
を
突
き
つ
け
警
告
す
る
﹂
と
指
摘
す
る）
２５３
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
批
判
的
人
種
理
論
の
主
張
を
真
剣
に
検
討
し
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
観
念
主
義

的
側
面
、
物
質
主
義
的
側
面
に
着
目
し
な
け
れ
ば
、
レ
イ
シ
ズ
ム
の
本
質
を
見
誤
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
レ
イ
シ
ズ
ム
の
本
質

を
理
解
す
る
に
あ
た
り
、
批
判
的
人
種
理
論
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

（
1
）　R

IC
H

A
R

D D
E

L
G

A
D

O &
 J

E
A

N S
T

E
FA

N
C

IC, U
N

D
E

R
ST

A
N D

IN
G W

O
R

D
S T

H
A

T W
O

U
N

D 230

（W
estview

 P
ress 2004

）.

（
2
）　B

L
A

C
K’ S L

A
W

 D
IC

T
IO

N
A

R
Y 432

（9th ed. 2009

）.

（
3
）　A

thena D
. M

utua, T
h

e R
ise, D

evelop
m

en
t a

n
d

 F
u

tu
re D

irection
s of C

ritica
l R

a
ce T

h
eory a

n
d

 R
ela

ted
 S

ch
ola

rsh
ip

, 84 D
E

N
V. U

. L
. R

E
V. 329, 

336

（2006

）.

（
4
）　R

IC
H

A
R

D D
E

L
G

A
D

O &
 J

E
A

N S
T

E
FA

N
C

IC, C
R

IT
IC

A
L R

A
C

E T
H

E
O

R
Y: A

N I N
T

R
O

D
U

C
T

IO
N 3

（N
ew

 York U
niversity P

ress 2001

）.

（
5
）　T

hurgood M
arshall, R

efl
ection

s on
 th

e B
icen

ten
n

ia
l of th

e U
n

ited
 S

ta
tes C

on
stitu

tion
, 101 H

A
R

V. L
. R

E
V. 1, 5

（1987

）; T
hurgood M

arshall, W
e 

th
e P

eop
le: A

 C
elebra

tion
 of th

e B
icen

ten
n

ia
l of th

e U
n

ited
 S

ta
tes C

on
stitu

tion
: T

h
e C

on
stitu

tion
: A

 L
ivin

g D
ocu

m
en

t, 1987 H
O

W
. L

. J. 623, 

627

（1987

）; T
hurgood M

arshall

は
、
憲
法
制
定
二
〇
〇
年
に
あ
た
り
、
憲
法
制
定
当
時
は
、﹁
我
々
人
民
（W

e, the P
eople

）﹂
に
黒
人
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
、
憲
法
の
﹁
欠
陥
﹂
を
指
摘
し
、
ま
た
、
南
北
戦
争
以
後
、
黒
人
が
教
育
や
住
居
、
雇
用
、
投
票
に
関
す
る
権
利
を
享
有
す
る
ま
で
に
は
、
南
北
戦
争
か
ら
さ
ら
に
一
世
紀

近
く
も
経
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
黒
人
の
地
位
の
決
定
に
法
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、M

arshall

に
よ
れ
ば
、
黒
人

は
、﹁
法
に
よ
り
奴
隷
に
さ
れ
、
法
に
よ
り
解
放
さ
れ
、
法
に
よ
り
公
民
権
を
奪
わ
れ
、
分
離
さ
れ
、
そ
し
て
つ
い
に
は
、
法
に
よ
り
平
等
を
勝
ち
取
ろ
う
と
し
て
い
る
﹂
の

で
あ
る
。
批
判
的
人
種
理
論
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
法
を
、
有
色
人
種
の
生
活
を
改
善
す
る
た
め
、
積
極
的
に
道
具
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
。D

orothy A
. 

B
row

n, In
trod

u
ction

 to C
ritica

l R
a

ce T
h

eory, in
 C

R
IT

IC
A

L R
A

C
E T

H
E

O
R

Y: C
A

SE
S, M

A
T

E
R

IA
L

S, A
N

D P
R

O
B

L
E

M
S 1

（D
O

R
O

T
H

Y A
. B

R
O

W
N E

D
S., T

hom
son W

est 

2003

）.

（
6
）　R

oy L
. B

rooks,  C
on

ley a
n

d
 Tw

om
bly: A

 C
ritica

l R
a

ce T
h

eory P
ersp

ective, 52 H
ow

. L
. J. 31, 32

（2008

）.

（
7
）　D

E
R

R
IC

K B
E

L
L, F

A
C

E
S A

T T
H

E B
O

T
T

O
M O

F T
H

E W
E

L
L: T

H
E P

E
R

M
A

N
E

N
C

E
 O

F R
A

C
ISM ix

（B
asicB

ooks 1992

）.
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（
8
）　B

ell

は
、﹁
少
し
前
に
は
そ
う
（
レ
イ
シ
ズ
ム
は
い
つ
か
治
せ
る
も
の
で
あ
る
と
：
引
用
者
注
）
信
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
が
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、B

ell

は
そ
の
認
識
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
デ
リ
ッ
ク
・
ベ
ル
（
中
村
輝
子
訳
）﹃
人
種
主
義
の
深
い
闇
：
黒
い
ア
メ
リ
カ
・
白
い
ア
メ
リ
カ
﹄（
朝
日
新
聞
社
、
一
九

九
五
年
）
六
頁
。
な
お
、
同
書
はB

E
L

L, su
p

ra
 note 7

の
訳
書
で
あ
る
が
、
引
用
部
分
は
筆
者
が
手
に
し
た
原
著
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
9
）　B

E
L

L, su
p

ra
 note 7 at 13; B

ell

は
か
つ
て
、N

A
A

C
P

のL
egal D

efense and E
ducational F

und

で
、
人
種
主
義
的
な
法
や
分
離
教
育
を
廃
止
す
る
た
め
に
法
的

な
戦
術
を
考
案
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。B

ell

は
こ
こ
でM

arshall

と
共
に
働
き
、
ま
た
、
三
〇
〇
件
以
上
の
分
離
教
育
に
関
す
る
事
件
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、B

ell
は
こ
の
よ
う
に
レ
イ
シ
ズ
ム
に
悲
観
的
な
態
度
を
取
り
、
さ
ら
に
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
公
民
権
運
動
を
批
判
し
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、B

ell

は
前
述
のM

arshall

ら
と
は
異
な
り
、
法
の
役
割
に
つ
い
て
も
悲
観
的
で
あ
る
。B

ell

は
、
か
つ
て
は
、
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、
法
に
依
拠
す
れ
ば
よ
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
レ
イ
シ
ズ
ム
は
永
遠
に
ア
メ
リ
カ
の
一
部
分
で
あ
り
、
レ
イ
シ
ズ
ム
は
、
強
力
な
公
民
権
法
の
制
定
や
そ
の
精
力
的
な
執
行
に
よ
り
克
服
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。Id

. at 92.

（
10
）　A

drien K
. W

ing,  S
p

a
ce Tra

d
ers for th

e Tw
en

ty-F
irst C

en
tu

ry, 11 B
E

R
K

E
L

E
Y J. A

F
R.-A

M. L
. &

 P
O

L
’ Y 49, 51-52

（2009

）.

（
11
）　

阪
口
正
二
郎
﹁
差
別
的
表
現
規
制
が
迫
る
﹃
選
択
﹄―

合
衆
国
に
お
け
る
議
論
を
読
む―

﹂
法
と
民
主
主
義
二
八
九
号
（
一
九
九
四
年
）
四
二
頁
。

（
12
）　

大
沢
秀
介
﹁
批
判
的
人
種
理
論
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
八
九
号
（
一
九
九
六
年
）
八
九
頁
、
同
﹁
批
判
的
人
種
理
論
に
関
す
る
一
考
察
﹂
法
学
研
究
六
九
巻
一
二
号
（
一
九
九

六
年
）
六
七
頁
、
木
下
智
史
﹁﹃
批
判
的
人
種
理
論
（C

ritical R
ace T

heory

）﹄
に
関
す
る
覚
書
﹂
神
戸
学
院
法
学
二
六
巻
一
号
（
一
九
九
六
年
）
一
九
九
頁
、
植
木
淳
﹁
人

種
平
等
と
批
判
的
人
種
理
論
（C

ritical R
ace T

heory
）﹂
六
甲
台
論
集
四
四
巻
三
号
（
一
九
九
八
年
）
一
九
頁
。

（
13
）　

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
論
の
文
脈
に
お
い
て
、
批
判
的
人
種
理
論
の
論
者
の
主
張
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、
市
川
正
人
﹃
表
現
の
自
由
の
法
理
﹄（
日
本
評
論
社
、
二

〇
〇
三
年
）、
内
野
正
幸
﹃
差
別
的
表
現
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
九
〇
年
）、
大
沢
秀
介
﹁
差
別
的
表
現
﹂
法
学
教
室
一
七
八
号
（
一
九
九
五
年
）
五
五
頁
以
下
、
梶
原
健
佑
﹁
ヘ

イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
﹃
表
現
﹄
の
境
界
﹂
九
大
法
学
九
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
四
九
頁
以
下
、
紙
谷
雅
子
﹁
憎
悪
と
敵
意
に
満
ち
た
言
論
の
規
制　

R
.A

.V. v. C
ity of St. 

P
aul, M

innesota, 507 U
.S. 377

（1992

）﹂
芦
部
信
喜
編
﹃
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
六
三
頁
以
下
、
小
谷
順
子
﹁
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正

一
条
下
に
お
け
る
十
字
架
を
燃
や
す
行
為
の
規
制
に
つ
い
て
のR

A
V

判
決
後
の
一
考
察
﹂
法
学
政
治
学
論
究
三
二
号
（
一
九
九
七
年
）
五
七
一
頁
以
下
、
小
谷
順
子
﹁
合
衆

国
憲
法
修
正
一
条
と
大
学
に
お
け
る
表
現
の
自
由―

R
A

V

判
決
以
降
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
規
制
の
問
題
に
関
す
る
一
考
察―

﹂
法
学
政
治
学
論
究
四
〇
号
（
一
九
九
九

年
）
二
六
三
頁
以
下
、
小
谷
順
子
﹁
十
字
架
を
燃
や
す
行
為
の
規
制
に
つ
い
て
の
一
考
察―

V
irginia v. B

lack,123 S. C
t. 1536

（2003

）―

﹂
宮
崎
大
学
教
育
学
部

紀
要
（
社
会
科
学
）
九
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
頁
以
下
、小
谷
順
子
﹁
米
国
に
お
け
る
表
現
の
自
由
と
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制―

V
irginia v. B

lack,123 S. C
t. 1536

（2003

）

判
決
を
踏
ま
え
た
検
討―

﹂
日
本
法
政
学
会
法
政
論
叢
四
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
四
九
頁
以
下
、
志
田
陽
子
﹃
文
化
戦
争
と
憲
法
理
論―

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

九
六
五



批
判
的
人
種
理
論
（C

ritical R
ace T

heory

）
の
現
在

（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
二
号�

九
八

相
剋
と
模
索
﹄（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
長
峯
信
彦
﹁
憎
悪
と
差
別
の
表
現―

第
一
修
正
法
理
の
新
奇
な
展
開―

﹂
大
須
賀
明
編
﹃
社
会
国
家
の
憲
法
理
論
﹄（
敬

文
堂
、
一
九
九
五
年
）
四
七
七
頁
以
下
、
長
峯
信
彦
﹁
人
種
差
別
的
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ―

表
現
の
自
由
の
デ
ィ
レ
ン
マ―

（
一
）﹂
早
稲
田
法
学
七
二
巻
二
号
（
一
九

九
七
年
）
一
七
七
頁
以
下
、長
峯
信
彦
﹁
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
種
差
別
的
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ―

調
整
主
義
の
提
案―

﹂
憲
法
理
論
研
究
会
編
﹃
憲
法
基
礎
理
論
の
再
検
討
﹄

（
敬
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
二
九
頁
以
下
、
奈
須
祐
治
﹁
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
と
表
現
の
自
由―

﹃
内
容
中
立
原
則
（content neutrality principle

）﹄
の
射
程
﹂

関
西
大
学
法
学
論
集
五
〇
巻
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
二
四
三
頁
以
下
、
奈
須
祐
治
﹁
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
（
一
）（
二
・
完
）―

ア
メ
リ
カ
の
諸

学
説
の
検
討―
﹂
関
西
大
学
法
学
論
集
五
三
巻
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）
五
三
頁
以
下
、
同
五
四
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
六
一
頁
以
下
、
安
西
文
雄
﹁
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー

チ
規
制
と
表
現
の
自
由
﹂
立
教
法
学
五
九
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
頁
以
下
、
若
林
翼
﹁
言
葉
の
力―

差
別
的
表
現
・
法
・
法
理
論
（
一
）、（
二
・
完
）―

批
判
的
人
種
理
論
・

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
法
理
論
と
法
実
践
﹂
阪
大
法
学
五
二
巻
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
八
一
頁
以
下
、
同
五
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
三
八
一
頁
以
下
等
が
あ
る
。

（
14
）　

市
川
正
人
﹁
表
現
の
自
由
論
の
五
〇
年
﹂
公
法
研
究
五
九
号
（
一
九
九
七
年
）
二
六
〇

－

二
六
一
頁
。
阪
口
・
前
掲
注
（
11
）・
四
四
頁
も
同
旨
。

（
15
）　

市
川
・
前
掲
注
（
14
）・
二
六
一
頁
。

（
16
）　

阪
口
教
授
、奈
須
准
教
授
は
、こ
の
よ
う
な
原
理
的
な
レ
ベ
ル
で
の
問
い
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、自
覚
的
に
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
に
慎
重
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
阪
口
・

前
掲
注
（
11
）・
四
四
頁
、
奈
須
・
前
掲
注
（
13
）﹁
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
害
悪
と
規
制
の
可
能
性
（
二
・
完
）﹂・
二
一
〇
頁
。

（
17
）　

木
下
・
前
掲
注
（
12
）・
二
二
八
頁
。

（
18
）　M

utua, su
p

ra
 note 3 at 340-341; 

あ
る
論
者
は
、
批
判
的
人
種
理
論
の
理
論
的
起
源
と
し
て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
も
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
、
リ
ア
リ
ズ
ム

法
学
の
二
つ
の
特
徴―

伝
統
的
な
法
学
の
言
説
に
対
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
懐
疑
主
義
や
、
そ
の
よ
う
な
言
説
へ
の
内
在
的
な
批
判
を
、
外
在
的
な
も
の
に
と
っ
て
代
え
よ
う

と
す
る
願
望―

は
、
批
判
的
人
種
理
論
の
重
要
な
基
礎
を
な
す
と
指
摘
す
る
。B

erta H
ernandez-T

ruyol &
 A

ngela H
arris &

 F
rancisco V

aldes, L
a

tC
rit X

: 

C
ritica

l A
p

p
roa

ch
 T

o E
con

om
ic In

/Ju
stice: A

fterw
a

rd
: B

ey
on

d
 th

e F
irst D

eca
d

e: A
 F

orw
a

rd
-L

ook
in

g H
istory

 of L
a

tC
rit T

h
eory, 

C
om

m
u

n
ity a

n
d

 P
ra

x
is, 17 B

E
R

K
E

L
E

Y L
A R

A
Z

A L
. J. 169, 172

（2006
）; 
し
か
し
な
が
ら
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
特
徴
は
、

批
判
的
法
学
研
究
が
継
受
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
に
つ
い
て
は
、
独
立
し
て
扱
わ
な
い
。
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
に
つ
き
、
藤
倉
皓
一
郎
﹁
リ
ア
リ
ズ
ム
の

法
理
論
﹂
八
木
鉄
男
編
﹃
現
代
の
法
哲
学
理
論
﹄（
世
界
思
想
社
、
一
九
七
一
年
）
一
二
五
頁
、
丸
田
隆
﹁
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
生
成
と
機
能
に
関
す
る
一
考
察―

現
代
ア

メ
リ
カ
法
社
会
学
と
の
接
点
を
中
心
に―

﹂
法
と
政
治
二
九
巻
一
号
（
一
九
七
八
年
）
一
二
七
頁
、
常
本
照
樹
﹁
司
法
審
査
と
リ
ー
ガ
ル
プ
ロ
セ
ス―

ア
メ
リ
カ
で
の
司

法
の
機
能
に
関
す
る
理
論
的
発
展―

﹂
北
大
法
学
論
集
三
一
巻
二
号
（
一
九
八
〇
年
）
七
〇
一
頁
、
岡
嵜
修
﹁
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
出
現
と
そ
の
背
景
﹂
明
治
大
学
大
学
院

紀
要
一
法
学
篇
第
一
八
集
（
一
九
八
一
年
）
二
九
頁
、高
瀬
暢
彦
﹁
事
実
懐
疑
主
義
（
一
）―

リ
ー
ガ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
法
知
識
論
的
再
評
価―

﹂
法
学
紀
要
四
六
巻
（
二

九
六
六



（　
　
　

）

批
判
的
人
種
理
論
（C

ritical R
ace T

heory

）
の
現
在

同
志
社
法
学　

六
三
巻
二
号�

九
九

〇
〇
五
年
）
二
四
三
頁
、
徳
永
賢
治
﹁
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
一
考
察
﹂
沖
縄
法
学
三
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
九
五
頁
等
参
照
。
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
と
批
判
的
法
学
研
究
と
の
関

係
に
つ
き
、S

ee N
ote, ‘ R

ou
n

d
 a

n
d

’ R
ou

n
d

 th
e B

ra
m

ble B
u

sh
: F

rom
 L

ega
l R

ea
lism

 To C
ritica

l L
ega

l S
ch

ola
rsh

ip
, 95 H

A
R

V. L
. R

E
V. 1669

（1982

）

; 
岡
嵜
修
﹁
ア
メ
リ
カ
法
思
想
の
一
断
面―

批
判
法
学
と
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
﹂
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
一
法
学
篇
第
二
四
集
（
一
九
八
一
年
）
二
九
頁
等
参
照
。

（
19
）　D

E
L

G
A

D
O &

 S
T

E
FA

N
C

IC, su
p

ra
 note 4 at 4.

（
20
）　

ア
ラ
ン
・
Ｄ
・
フ
リ
ー
マ
ン
（
松
井
茂
記
訳
）﹁
差
別
禁
止
法―

批
判
的
考
察
﹂
デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ケ
ア
リ
ズ
編
（
松
浦
好
治
・
松
井
茂
記
編
訳
）﹃
政
治
と
し
て
の
法―

批
判
的
法
学
入
門
﹄（
風
行
社
、
一
九
九
一
年
）
一
三
九
頁
。

（
21
）　D

errick A
. B

ell, S
ervin

g Tw
o M

a
sters: In

tegra
tion

 Id
ea

ls a
n

d
 C

lien
t In

terests in
 S

ch
ool D

esegrega
tion

 L
itiga

tion
, 85 Y

A
L

E L
. J. 471

（1976

）.

（
22
）　B

E
L

L, su
p

ra
 note 7 at 59.

（
23
）　R

ichard D
elgado, S

i S
e P

u
ed

e, B
u

t W
h

o G
ets th

e G
ra

vy?, 11 M
IC

H. J. R
A

C
E &

 L
. 9, 12

（2005

）.

（
24
）　R

ich
a

rd
 D

elga
d

o, L
ibera

l M
cC

a
rth

yism
 a

n
d

 th
e O

rigin
s of C

ritica
l R

a
ce T

h
eory, 94 I O

W
A L

. R
E

V. 1505, 1511

（2009

）.

（
25
）　C

R
IT

IC
A

L R
A

C
E T

H
E

O
R

Y: T
H

E C
U

T
T

IN
G E

D
G

E xiii

（R
ichard D

elgado ed., Tem
ple U

niversity P
ress 1995

）.

（
26
）　

批
判
的
法
学
研
究
に
つ
い
て
は
、
松
井
茂
記
﹁
批
判
的
法
学
研
究
の
意
義
と
課
題―

ア
メ
リ
カ
憲
法
学
の
新
し
い
潮
流
（
一
）（
二
・
完
）﹂
法
律
時
報
五
八
巻
九
号
（
一

九
八
六
年
）
一
二
頁
、
同
五
八
巻
一
〇
号
（
一
九
八
六
年
）
七
八
頁
、
ケ
ア
リ
ズ
編
・
前
掲
注
（
20
）、
中
原
拓
也
﹁
批
判
的
法
学
研
究
の
八
〇
年
代
﹂
明
治
大
学
大
学
院
紀

要
第
二
九
集
（
一
九
九
二
年
）
一
七
九
頁
、中
原
拓
也
﹁
構
造
主
義
意
向
の
法
哲
学
と
し
て
の
﹃
批
判
的
法
学
研
究
﹄﹂
法
哲
学
年
報
（
一
九
九
三
）（
一
九
九
四
年
）
一
八
六
頁
、

中
山
竜
一
﹃
二
十
世
紀
の
法
思
想
﹄（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
〇
年
）
一
三
五
頁
以
下
、小
泉
良
幸
﹃
リ
ベ
ラ
ル
な
共
同
体―

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
政
治
・
道
徳
理
論
﹄（
勁
草
書
房
、

二
〇
〇
二
年
）
六
一
頁
以
下
、
棚
瀬
孝
雄
﹁
批
判
法
学
と
脱
構
築
﹂
法
学
教
室
二
六
八
号
（
二
〇
〇
三
年
）
七
三
頁
、
早
川
の
ぞ
み
﹁
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
理
論
に
お
け
る
原

理
の
役
割
と
機
能―

批
判
的
法
学
研
究
と
の
対
比
を
手
掛
か
り
に―
﹂
桃
山
法
学
一
五
巻
（
二
〇
一
〇
年
）
三
二
九
頁
等
参
照
。
ま
た
、
批
判
的
法
学
研
究
の
代
表
的
な

論
者
で
あ
るT

ushnet

に
つ
き
、
大
河
内
美
紀
﹁
マ
ー
ク
・
タ
シ
ュ
ネ
ッ
ト　

批
判
法
学
最
後
の
雄
？
﹂
駒
村
圭
吾
・
山
本
龍
彦
・
大
林
啓
吾
編
﹃
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
群
像
﹄

（
尚
学
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
七
九
頁
以
下
を
参
照
。

　
　
　

な
お
、﹁
批
判
法
学
﹂
と
呼
称
す
る
論
者
も
い
る
が
、
本
稿
で
は
﹁
批
判
的
法
学
研
究
﹂
と
す
る
。

（
27
）　C

R
IT

IC
A

L R
A

C
E T

H
E

O
R

Y: T
H

E K
E

Y W
R

IT
IN

G
S T

H
A

T F
O

R
M

E
D T

H
E M

O
V

E
M

E
N

T xxii

（K
im

berle C
renshaw

 et. al. eds., T
he N

ew
 P

ress 1995

）.

（
28
）　

松
井
茂
記
﹁
批
判
的
法
学
研
究
の
意
義
と
課
題
﹂
ケ
ア
リ
ズ
編
・
前
掲
注
（
20
）・
二
七
八
頁
。K

airys

は
、
伝
統
的
法
学
に
つ
き
、﹁
そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
文
脈
や
機
能

か
ら
法
を
取
り
除
き
、
ま
た
、
法
を
客
観
的
、
ほ
と
ん
ど
不
変
の
科
学
で
あ
る
と
描
写
す
る
﹂
点
を
批
判
す
る
。D

avid K
airys, B

ook R
eview

: L
a

w
 a

n
d

 th
e R

ise of 

九
六
七



批
判
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種
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論
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）
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）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
二
号�

一
〇
〇

C
a

p
ita

lism
, 126 U

. P
A. L

. R
E

V. 930

（1978

）.
（
29
）　

批
判
的
法
学
研
究
は
、
方
法
論―

歴
史
の
転
覆
さ
せ
る
役
割
の
認
識
や
、
法
学
的
な
現
象
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
概
念
論
に
関
す
る
懐
疑
論―

に
お
い
て
は
、
リ
ア
リ

ズ
ム
法
学
を
直
接
継
受
す
る
が
、
そ
の
依
っ
て
立
つ
政
治
的
伝
統―

批
判
的
法
学
研
究
は
、
社
会
工
学
や
自
由
主
義
的
な
改
革
を
拒
絶
し
、
そ
の
政
治
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
つ

き
、
参
加
民
主
主
義
、
市
民
的
共
和
主
義
、
非
中
央
集
権
型
社
会
主
義
を
基
礎
と
す
る―

に
お
い
て
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
と
袂
を
分
か
つ
。N

ote, su
p

ra
 note 18 at 1682; 

ま
た
、
松
浦
教
授
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
は
、
単
に
学
者
を
中
心
と
し
た
知
的
学
問
的
運
動
で
は
な
く
、
リ
ア
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
中
で
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
推

進
に
直
接
か
か
わ
っ
た
人
が
少
な
く
な
い
点
を
指
摘
し
、
こ
の
点
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
批
判
的
法
学
研
究
と
は
あ
る
程
度
区
別
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
指
摘
す
る
。
松
浦
好
治
﹁
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
と
リ
ー
ガ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
﹂
ア
メ
リ
カ
法
［
一
九
九
七

－

二
］
一
四
二
頁
。

（
30
）　

中
山
・
前
掲
注
（
26
）・
一
三
五
頁
。

（
31
）　

ケ
ア
リ
ズ
・
前
掲
注
（
20
）・viii-xiv

頁
。

（
32
）　S

ee M
A

R
I J. M

A
T

SU
D

A E
T A

L., W
O

R
D T

H
A

T W
O

U
N

D: C
R

IT
IC

A
L R

A
C

E T
H

E
O

R
Y, A

SSA
U

LT
IV

E S
P

E
E

C
H, A

N
D T

H
E F

IR
ST A

M
E

N
D

M
E

N
T 6

（W
estview

 P
ress 1993

）; 

木
下
教

授
は
、　

特
にM

atsuda

は
、
比
較
的
、
批
判
的
法
学
研
究
と
の
よ
り
積
極
的
な
協
働
を
志
向
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
木
下
・
前
掲
注
（
12
）・
二
〇
三

－

二
〇
五
頁
。
批
判

的
人
種
理
論
は
、
伝
統
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
法
学
に
対
す
る
批
判
と
い
う
点
で
、
批
判
的
法
学
研
究
と
軌
を
一
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
批
判
的
人
種
理
論
は
、
批
判
的
法
学
研

究
同
様
、
法
が
客
観
的
で
価
値
中
立
的
で
あ
る
と
い
う
観
念
を
否
定
す
る
。R

oy L
. B

rooks, C
ritica

l R
a

ce T
h

eory: A
 P

rop
osed

 S
tru

ctu
re a

n
d

 A
p

p
lica

tion
 to 

F
ed

era
l P

lea
d

in
g, 11 H

A
R

V.  B
L

A
C

K
L

E
T

T
E

R L
.J. 85, 96

（1994

）; 

ま
た
、
法
理
論
に
対
す
る
懐
疑
主
義
や
、
法
と
政
治
の
分
離
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
確
信
、
ポ
ス

ト
構
造
主
義
へ
の
好
意
と
い
っ
た
点
を
、
批
判
的
法
学
研
究
か
ら
継
受
す
る
。T

ruyol &
 H

arris &
 V

aldes, su
p

ra
 note 18 at 178.

（
33
）　
﹁
文
化
的
な
条
件
付
け
を
こ
え
て
、そ
れ
以
前
、女
性
特
有
の
本
質
が
あ
る
と
い
う
信
念
﹂
と
定
義
さ
れ
る
。
リ
タ
・
サ
ト
ル
（
渡
辺
和
子
監
訳
）﹃
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
事
典
﹄（
明

石
書
店
、
一
九
九
一
年
）
一
一
〇
頁
。C

atharine M
acK

innon

は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
本
質
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
誤
り
で
あ
る
と
し
、﹁
歴
史
的
に
、
性
あ
る
い

は
人
種
に
関
し
て
本
質
主
義
者
で
あ
る
こ
と
は
、
生
物
学
的
決
定
論
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
き
た
﹂
と
指
摘
す
る
。C

atharine A
. M

acK
innon, K

eep
in

g It R
ea

l: 

O
n

 A
n

ti-“E
ssen

tia
lism

”, in
 C

R
O

SSR
O

A
D

S, D
IR

E
C

T
IO

N
S, A

N
D A N

E
W

 C
R

IT
IC

A
L R

A
C

E T
H

E
O

R
Y 72

（F
rancisco V

aldes et. al. eds., Tem
ple U

niversity P
ress 

2002

）; 

同
様
の
批
判
に
対
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
反
論
に
つ
き
、
中
山
・
前
掲
注
（
26
）・
二
〇
三

－

二
〇
五
頁
参
照
。A

ngela H
arris

は
、
本
質
主
義
と
い
う
観
念
を
人
種

問
題
に
用
い
た
人
種
本
質
主
義
を
、﹁
均
質
で
強
固
な
﹃
黒
人
の
経
験
﹄
あ
る
い
は
﹃
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
経
験
﹄
が
存
在
す
る
と
す
る
信
条
﹂
と
定
義
し
、
こ
の
観

念
は
、
様
々
な
形
態
の
抑
圧
を
経
験
す
る
人
々
の
人
生
を
更
な
る
問
題
に
至
ら
せ
る
と
指
摘
す
る
。A

ngela P. H
arris, R

a
ce a

n
d

 E
ssen

tia
lism

 in
 F

em
in

ist L
ega

l 

T
h

eory, 42 S
T

A
N. L

. R
E

V. 581, 588

（1990

）.

九
六
八
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六
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二
号�

一
〇
一

（
34
）　

家
父
長
制
の
定
義
は
論
者
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、﹁
女
性
を
犠
牲
に
し
て
男
性
に
特
権
を
与
え
る
普
遍
的
な
社
会
構
造
﹂
と
定
義
し
て
お
く
。
サ
ト
ル
・

前
掲
注
（
33
）・
二
八
五
頁
。

（
35
）　D

elgado, su
p

ra
 note 23 at 12.

（
36
）　

愛
敬
敬
二
﹁
近
代
人
権
論
と
現
代
人
権
論―

﹃
人
権
の
主
体
﹄
と
い
う
観
点
か
ら
﹂
愛
敬
敬
二
編
﹃
人
権
の
主
体
﹄（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
〇
年
）
五
頁
。

（
37
）　D

E
L

G
A

D
O &

 S
T

E
FA

N
C

IC, su
p

ra
 note 4 at 5.

（
38
）　

大
沢
・
前
掲
注
（
12
）﹁
批
判
的
人
種
理
論
に
関
す
る
一
考
察
﹂・
九
四
頁
（
脚
注
六
）。

（
39
）　M

A
T

SU
D

A, su
p

ra
 note 32 at 3.

（
40
）　D

elgado, su
p

ra
 note 24 at 1510-1511.

（
41
）　B

row
n v. B

oard of E
ducation, 347 U

.S. 483

（1954

）.

（
42
）　S

ee D
errick A

. B
ell Jr., B

row
n

 v. B
oa

rd
 of E

d
u

ca
tion

 a
n

d
 th

e In
terest-C

on
vergen

ce D
ilem

m
a

, 93 H
A

R
V. L

. R
E

V. 518

（1980

）.

（
43
）　Id

. at 523.

（
44
）　Id

. at 524-526；

な
お
、
こ
のB

ell

の
推
測
は
、
後
にD

udziak

に
よ
り
証
明
さ
れ
た
。D

elgado su
p

ra
 note 24 at 1507; S

ee M
A

R
Y L

. D
U

D
Z

IA
K, C

O
L

D W
A

R C
IV

IL 

R
IG

H
T

S: R
A

C
E A

N
D T

H
E I M

A
G

E O
F A

M
E

R
IC

A
N D

E
M

O
C

R
A

C
Y

（P
rinceton U

niversity P
ress 2000

）; B
ell

自
身
も
、
こ
の
点
に
つ
き
、
司
法
省
よ
り
提
出
さ
れ
たam

icus 

brief

や
、
当
時
の
国
務
長
官
の
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
引
用
し
て
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
合
衆
国
最
高
裁
も
、
合
衆
国
の
安
全
を
守
る
必
要
性
に
気
付
い
て
い
な
い
わ
け
で
は
な

か
っ
た
と
指
摘
す
る
。D

errick A
. B

ell, B
row

n
 v. B

oa
rd

 of E
d

u
ca

tion
: F

orty-F
ive Yea

rs A
fter th

e F
a

ct, 26 O
H

IO N
. U

. L
. R

E
V. 171, 179-180

（2000

）.

（
45
）　su

p
ra

 note 27 at xiv.

（
46
）　S

ee B
ell, supra note 21.

（
47
）　R

ichard D
elgado, R

eca
stin

g th
e A

m
erica

n
 R

a
ce P

roblem
, 79 C

A
L

IF. L
. R

E
V. 1393

（1991

）.

（
48
）　su

p
ra

 note 27 at xxii-xxiii.

（
49
）　W

ing, su
p

ra
 note 10 at 51.

（
50
）　M

utua, su
p

ra
 note 3 at 348.

（
51
）　Id

.

（
52
）　R

obert S. C
hang,  R

ich
a

rd
 D

elga
d

o a
n

d
 th

e P
olitics of C

ita
tion

, 11 B
E

R
K

E
L

E
Y J. A

F
R.-A

M. L
. &

 P
O

L’ Y 28, 30

（2009

）; 

木
下
・
前
掲
注
（
12
）・
二
〇
二

－

九
六
九
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六
三
巻
二
号�

一
〇
二

二
〇
七
頁
。

（
53
）　C

hang, su
p

ra
 note 52 at 30-31.

（
54
）　T

ruyol &
 H

arris &
 V

aldes, su
p

ra
 note 18 at 178.

（
55
）　Id

.

（
56
）　S

ee S
ym

p
osiu

m
: M

in
ority C

ritiqu
e of th

e C
ritica

l L
ega

l S
tu

d
ies M

ovem
en

t, 22 H
A

R
V. C

.R
.-C

.L
. L

. R
E

V. 297

（1987

）.

（
57
）　D

elgado, su
p

ra
 note 24 at 1514.

（
58
）　D

arren L
. H

utchinson, C
ritica

l R
a

ce T
h

eory: H
istory, E

volu
tion

, a
n

d
 N

ew
 F

ron
tiers: F

orew
ord

: C
ritica

l R
a

ce H
istories: In

 a
n

d
 O

u
t, 53 A

M. 

U
. L

. R
E

V. 1187, 1192
（2004

）.

（
59
）　Id

.

（
60
）　Id

. at. 1192-1193.

（
61
）　su

p
ra

 note 27 at xxi.

（
62
）　S

ee D
elgado, su

p
ra

 note 24 at 1511-1512 ; M
utua, su

p
ra

 note 3 at 346-347; su
p

ra
 note 27 at xx-xxii.

（
63
）　su

p
ra

 note 27 at xxii.

（
64
）　D

elgado, su
p

ra
 note 24 at 1513.

（
65
）　Id

.

（
66
）　Id

. at 1514.

（
67
）　A

ngela O
nw

uachi-W
illig, C

elebra
tin

g C
ritica

l R
a

ce T
h

eory a
t 20, 94 I O

W
A L

. R
E

V. 1497

（2009

）.

（
68
）　K

im
berle C

renshaw
, T

h
e F

irst D
eca

d
e: C

ritica
l R

efl
ection

s, or “a
 F

oot in
 th

e C
losin

g D
oor”  , in

 su
p

ra
 note 33 at 19.

（
69
）　O

nw
uachi-W

illig, su
p

ra
 note 67 at 1498.

（
70
）　Id
. at 1501.

（
71
）　Id

. at 1502.

（
72
）　W

ing, su
p

ra
 note 49 at 51.

（
73
）　

一
九
八
七
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
起
算
点
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
開
催
さ
れ
た
二
〇
周
年
を
祝
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
は
起
算
点
が
異
な
る
。
こ
の
点

九
七
〇
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六
三
巻
二
号�

一
〇
三

か
ら
も
、
批
判
的
人
種
理
論
が
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
74
）　R

ichard D
elgado, B

ook R
eview

 E
ssa

y: C
rossroa

d
s a

n
d

 B
lin

d
 A

lleys: a
 C

ritica
l E

x
a

m
in

a
tion

 of R
ecen

t W
ritin

g A
bou

t R
a

ce, C
rossroa

d
s, 

D
irection

s, a
n

d
 a

 N
ew

 C
ritica

l R
a

ce T
h

eory, 82 T
E

X. L
. R

E
V. 121, 125

（2003

）.

（
75
）　K

evin R
. Johnson, R

oll O
ver B

eeth
oven

: “ A
 C

ritica
l E

x
a

m
in

a
tion

 of R
ecen

t W
ritin

g A
bou

t R
a

ce” , 82 T
E

X. L
. R

E
V. 717, 718

（fn. 10

）（2004

） and 

accom
panying text.

（
76
）　D

elgado, su
p

ra
 note 74 at 124.

（
77
）　Id

. at 123.

（
78
）　Id

.

（
79
）　Id

.

（
80
）　Id

. at 123-124.

（
81
）　Id

. at 124-125.

（
82
）　Id

. at 125.

（
83
）　Johnson, su

p
ra

 note 75 at 719; Johnson
は
、D

elgado

の
反
応
を
、
一
〇
代
の
音
楽
を
嫌
う
父
親
を
思
い
出
さ
せ
る
と
評
し
て
い
る
。

（
84
）　Id

.

（
85
）　Id

. at 720.

（
86
）　Id

.

（
87
）　Id

. at 721.

（
88
）　M

egan K
. W

hyte, F
rom

 D
iscou

rse to S
tru

ggle: A
 N

ew
 D

irection
 in

 C
ritica

l R
a

ce T
h

eory, 11 M
IC

H. J. R
A

C
E &

 L
. 1, 1-2

（2005

）.

（
89
）　H

utchinson, su
p

ra
 note 58 at 1197.

（
90
）　Id

.

（
91
）　D

E
L

G
A

D
O &

 S
T

E
FA

N
C

IC, su
p

ra
 note 4 at 67-68.

（
92
）　Id

. at 70.

（
93
）　

た
と
え
ば
、
南
北
戦
争
後
に
お
い
て
、
南
部
の
大
農
場
の
経
営
者
は
、
か
つ
て
の
奴
隷
を
中
国
人
労
働
者
と
入
れ
替
え
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
南
北
戦
争
直
後
、
軍
は
、
西

九
七
一
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在

（　
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
二
号�

一
〇
四

部
で
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
、
新
し
く
自
由
人
と
な
っ
た
か
つ
て
の
奴
隷
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

のP
roposition187

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
際
し
、
反
移
民
を
主
張
す
る
側
は
、
メ
キ
シ
コ
人
の
移
民
を
、
黒
人
の
職
の
競
争
相
手
と
し
て
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
黒
人
票
を
得

よ
う
と
し
た
。Id

. at 71-72.

（
94
）　

た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
の
初
期
段
階
で
は
、
ア
ジ
ア
系
は
白
人
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
、
黒
人
専
用
学
校
に
通
う
必
要
が
な
く
、
白

人
専
用
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
た
。Id

. at 72.

（
95
）　

こ
の
た
め
、
白
人
が
、
自
分
た
ち
は
レ
イ
シ
ス
ト
で
は
な
い
と
述
べ
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
。Id

. at 73.

（
96
）　

た
と
え
ば
、Korem

atsu

判
決
（K

orem
atsu v. U

nited States, 323 U
.S. 214

（1944

））
に
お
い
て
、NA

A
C

P

や
、他
の
有
力
な
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
組
織
は
、

日
系
人
の
収
容
に
異
議
を
唱
え
るam

icus brief

を
提
出
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。Id

. at 73.

（
97
）　M

utua, su
p

ra
 note 3 at 350.

（
98
）　Id

.

（
99
）　D

E
L

G
A

D
O &

 S
T

E
FA

N
C

IC, su
p

ra
 note 4 at 6.

（
１００
）　Id

.

（
１０１
）　M

utua, su
p

ra
 note 3 at 351-352.

（
１０２
）　Id

.

（
１０３
）　D

avid G
illborn, F

orw
a

rd
 to K

E
V

IN H
YLT

O
N, ‘R

A
C

E’ A
N

D S
P

O
R

T; C
R

IT
IC

A
L R

A
C

E T
H

E
O

R
Y vii-viii

（R
outledge 2009

）.

（
１０４
）　

マ
ー
ク
・
レ
ヴ
ィ
ン
（
尾
㟢
一
郎
訳
）﹁
批
判
的
人
種
理
論
と
日
本
法―

和
人
の
人
種
的
特
権
に
つ
い
て
﹂
法
律
時
報
八
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
八
〇
頁
。
本
論
文

に
お
い
て
、L

evin

は
、
日
本
の
、
い
わ
ゆ
る
単
一
民
族
神
話
を
批
判
し
、
日
本
に
お
け
る
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
﹁
和
人
﹂
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る

白
人
と
の
共
通
点―

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
種
的
従
属―

を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ホ
ワ
イ
ト
ネ
ス
に
つ
い
て
の
批
判
的
人
種
理
論
の
研
究
は
、﹁
人

種
的
従
属
と
そ
れ
に
対
応
す
る
和
人
の
特
権
が
意
味
す
る
も
の
を
理
解
す
る
助
け
﹂
と
な
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
和
人
﹂
は
、
日
本
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ―

ア
イ
ヌ
民
族
、
部
落
民
、
在
日
コ
リ
ア
ン
、
琉
球
・
沖
縄
人
、
日
本
に
お
け
る
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ア
ジ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ボ
ニ
ン
／
小
笠
原
諸
島
に
住
む
多
人
種

／
多
民
族
か
ら
な
る
人
々
の
よ
り
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど―

の
経
験
を
認
識
し
、
ま
た
自
ら
の
人
種
の
和
人
性
を
理
解
し
、
そ
の
う
え
で
、﹁
透
明
性
﹂―

特
権
集

団
が
自
ら
の
人
種
的
性
格
［
自
ら
の
人
種
が
も
た
ら
す
特
権
］
に
つ
い
て
の
意
識
を
欠
い
て
い
る
こ
と―

を
克
服
し
て
は
じ
め
て
、
人
種
的
な
和
解
と
正
義
が
実
現
さ
れ
る

と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、L

evin

は
、﹁
批
判
的
人
種
理
論
を
日
本
法
に
応
用
す
る
こ
と
で
、
日
本
法
の
あ
り
よ
う
に
人
種
が
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
と
、
日
本
社
会
に
お
け

九
七
二
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一
〇
五

る
人
種
な
い
し
民
族
（
エ
ス
ニ
ッ
ク
）
関
係
の
あ
り
よ
う
に
法
が
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
と
を
、
よ
り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
主
張
す
る
。
な
お
、﹁
透
明
性
﹂
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
と
批
判
的
人
種
理
論
﹂
同
志
社
法
学
三
四
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
五
八
頁
以
下
参
照
。

（
１０５
）　

批
判
的
人
種
理
論
の
論
者
を
三
世
代
に
分
類
す
る
者
も
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
世
代
はB

ell

の
よ
う
に
、
批
判
的
人
種
理
論
と
い
う
公
式
の
名
称
が
与
え
ら
れ
る
以

前
か
ら
、
人
種
、
法
、
社
会
、
権
力
の
間
の
交
差
を
批
判
的
に
分
析
し
て
い
た
者
を
指
す
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
に
開
催
さ
れ
た
批
判
的
人
種
理
論
の
二
〇
周
年
を
祝
う
集
会

（C
R

T
 20: H

onoring O
ur P

ast, C
harting O

ur F
uture

）
を
企
画
し
た
、A

ngela O
nw

uachi-W
illig

を
中
心
と
す
る
比
較
的
若
い
学
者
ら
を
第
三
世
代
と
分
類
す
る
。

S
ee O

nw
uachi-W

illig su
p

ra
 note 67 at 1500-1501.

（
１０６
）　C

heryl I. H
arris, C

ritica
l R

a
ce S

tu
d

ies: A
n

 In
trod

u
ction

, 49 U
C

L
A

 L
. R

E
V. 1215, 1218

（2002

）.

（
１０７
）　su

p
ra

 note 25; 

木
下
・
前
掲
注
（
12
）・
二
〇
七
頁
以
下
参
照
。

（
１０８
）　C

R
IT

IC
A

L R
A

C
E T

H
E

O
R

Y: T
H

E C
U

T
T

IN
G E

D
G

E

（R
ichard D

elgado &
 Jean Stefancic eds., Tem

ple U
niversity P

ress 2d ed. 2000

）.

（
１０９
）　T

ruyol &
 H

arris &
 V

aldes, su
p

ra
 note 18 at 178.

（
１１０
）　W

ing, supra note 10 at 50.

（
１１１
）　F

rancisco V
aldes &

 Jerom
e M

aC
ristal C

ulp &
 A

ngela H
arris, B

a
ttles W

a
ged

, W
on

, a
n

d
 L

ost: C
ritica

l R
a

ce T
h

eory a
t th

e Tu
rn

 of th
e M

illen
n

i-

u
m

, in
 su

p
ra

 note 33 at 1.

（
１１２
）　su

p
ra

 note 27 at xvii.

（
１１３
）　D

E
L

G
A

D
O &

 S
T

E
FA

N
C

IC, su
p

ra
 note 4 at 21.

（
１１４
）　H

utchinson, su
p

ra
 note 58 at 1194.

（
１１５
）　D

E
L

G
A

D
O &

 S
T

E
FA

N
C

IC, su
p

ra
 note 4 at 22.

（
１１６
）　R

oy L
. B

rooks &
 M

ary Jo N
ew

born, C
ritica

l R
a

ce T
h

eory a
n

d
 C

la
ssica

l C
ivil R

igh
ts S

ch
ola

rsh
ip

: A
 D

istin
ction

 W
ith

ou
t a

 D
ifferen

ce?, 82 

C
A

L
IF. L

. R
E

V. 787, 800

（1994

）.

（
１１７
）　M

utua, su
p

ra
 note 3 at 355.

（
１１８
）　supra note 27 at xiii.

（
１１９
）　Id

.

（
１２０
）　M

utua, su
p

ra
 note 3 at 355.

九
七
三
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（
１２１
）　Id

.
（
１２２
）　Id

.; S
ee M

ari J. M
atsuda, P

u
blic R

esp
on

se to R
a

cist S
p

eech
: C

on
sid

erin
g th

e V
ictim

’s S
tory, in M

A
T

SU
D

A, su
p

ra
 note 32.

（
１２３
）　

ホ
ミ
・
Ｋ
・
バ
ー
バ
（
磯
前
順
一
＝
ダ
ニ
エ
ル
・
ガ
リ
モ
ア
訳
）﹃
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
権
利―

戸
惑
い
の
生
へ
向
け
て
﹄（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
七
頁
。

（
１２４
）　M

onica B
ell, T

h
e O

bliga
tion

 T
h

esis: U
n

d
ersta

n
d

in
g th

e P
ersisten

t “ B
la

ck V
oice”  in

 M
od

ern
 L

ega
l S

ch
ola

rsh
ip

, 68 U
. P

IT
T. L

. R
E

V. 634, 657

（2008
）.

（
１２５
）　S

ee D
errick B

ell, F
orew

ord
: T

h
e C

ivil R
igh

ts C
h

ron
icles, 99 H

A
R

V. L
. R

E
V. 4

（1985

）; B
ell

が
こ
こ
で
黒
人
の
﹁
女
性
﹂
を
登
場
さ
せ
た
こ
と
は
注
目
に
値

す
る
。
す
な
わ
ち
、B

ell

は
、
人
種
に
基
づ
く
抑
圧
だ
け
で
は
な
く
、
性
別
に
基
づ
く
抑
圧
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
二
重
の
抑
圧
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。S

ee D
errick B

ell, F
orew

ord
 to th

e F
irst E

d
ition

 of C
R

IT
IC

A
L R

A
C

E F
E

M
IN

ISM: A
 R

E
A

D
E

R xvii-xx

（A
drien K

. W
ing ed., N

ew
 York U

niversity P
ress 

2d ed. 2003

）.

　
　
　

な
お
、B

ell

が
法
的
物
語
の
手
法
を
用
い
た
著
書
と
し
て
は
、S

ee D
E

R
R

IC
K B

E
L

L, A
N

D W
E A

R
E N

O
T S

A
V

E
D: T

H
E E

L
U

SIV
E Q

U
E

ST F
O

R R
A

C
IA

L J
U

ST
IC

E

（B
asicB

ooks 

1987

）; B
E
L
L, su

p
ra

 n
ote 7; D

E
R

R
IC

K B
E

L
L, G

O
S

P
E

L C
H

O
IR

S: P
S

A
L

M
S O

F S
U

R
V

IV
A

L IN A
N A

L
IE

N L
A

N
D C

A
L

L
E

D H
O

M
E

（B
asicB

ooks 1996

）; D
E

R
R

IC
K B

E
L

L, 

A
F

R
O

L
A

N
T

IC
A L

E
G

A
C

IE
S

（T
hird W

orld P
r. 1997
）.

（
１２６
）　B

E
L

L, su
p

ra
 note 7 at ix.

（
１２７
）　R

ich
ard

 D
elgad

o an
d

 Jean
 S

tefan
cic, D

errick B
ell’s C

h
ron

icle of th
e S

p
a

ce T
ra

d
er: W

ou
ld

 th
e U

.S
. S

a
crifi

ce P
eop

le of C
olor If th

e P
rice 

W
ere R

igh
t?, 62 C

O
L

O. L
. R

E
V. 321, 328

（1991

）.

（
１２８
）　R

ichard D
elgado, S

torytellin
g for O

p
p

osition
ists a

n
d

 O
th

ers: A
 P

lea
 for N

a
rra

tive, 87 M
IC

H. L
. R

E
V. 2411, 2413

（1989

）.

（
１２９
）　S

ee, e.g., R
ichard D

elgado, R
od

rigo’s C
h

ron
icle, 101 Y

A
L

E L
. J. 1357

（1992

）; R
ichard D

elgado, R
od

rigo’s S
econ

d
 C

h
ron

icle: T
h

e E
con

om
ics 

a
n

d
 P

olitics of R
a

ce, 91 M
IC

H. L
. R

E
V. 1183

（1993

）; R
ich

ard
 D

elgad
o, R

od
rigo’s T

h
ird

 C
h

ron
icle: C

a
re, C

om
p

etition
, a

n
d

 th
e R

ed
em

p
tive 

T
ra

ged
y

 of R
a

ce, 81 C
A

L. L
. R

E
V. 387

（1993

）; R
ich

ard
 D

elgad
o, R

od
rigo’s F

ou
rth

 C
h

ron
icle: N

eu
tra

lity
 a

n
d

 S
ta

sis in
 A

n
tid

iscrim
in

a
tion

 

L
a

w
, 45 S

T
A

N. L
. R

E
V. 1133

（1993

）; R
ichard D

elgado, R
od

rigo’s F
ifth

 C
h

ron
icle: C

ivita
s, C

ivil W
ron

gs, a
n

d
 th

e P
olitics of D

en
ia

l, 45 S
T

A
N. L

. 

R
E

V. 1581

（1993

）; R
ichard D

elgado, R
od

rigo’s S
ix

th
 C

h
ron

icle: In
tersection

s, E
ssen

ces, a
n

d
 th

e D
ilem

m
a

 of S
ocia

l R
eform

, 68 N
. Y. U

. L
. R

E
V. 

639

（1993

）; R
ichard D

elgado, R
od

rigo’ s S
even

th
 C

h
ron

icle: R
a

ce, D
em

ocra
cy, a

n
d

 th
e S

ta
te, 41 U

C
L

A
 L

. R
E

V. 721

（1994

）; R
ichard D

elgado, 

R
od

rigo’s E
igh

th
 C

h
ron

icle: B
la

ck C
rim

e, W
h

ite F
ea

rs-O
n

 th
e S

ocia
l C

on
stru

ction
 of T

h
rea

t, 80 V
A. L

. R
E

V. 503

（1994

）; R
ichard D

elgado, 

九
七
四
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R
od

rigo’s N
in

th
 C

h
ron

icle: R
a

ce L
ega

l In
stru

m
en

ta
lism

, a
n

d
 th

e R
u

le of L
a

w
, 143 U

. P
A. L

. R
E

V. 379

（1994

）; R
ichard D

elgado, R
od

rigo’s 

Ten
th

 C
h

ron
icle: M

erit a
n

d
 A

ffi
rm

a
tive A

ction
, 83 G

E
O. L

. J. 1711

（1995

）; R
ichard D

elgado, R
od

rigo’s E
leven

th
 C

h
ron

icle: E
m

p
a

th
y

 a
n

d
 

F
a

lse E
m

p
a

th
y, 84 C

A
L. L

. R
E

V. 61

（1996

）;  R
ichard D

elgado, R
od

rigo’s Tw
elfth

 C
h

ron
icle: T

h
e P

roblem
 of th

e S
h

a
n

ty, 85 G
E

O. L
. J. 667

（1997

）; 

R
ichard D

elgado, R
od

rigo’s T
h

irteen
th

 C
h

ron
icle: T

h
e P

roblem
 of th

e S
h

a
n

ty, 85 G
eo. L

. J. 667

（1997

）; R
ichard D

elgado, R
od

rigo’ s F
ou

rteen
th

 

C
h

ron
icle: A

m
erica

n
 A

p
oca

ly
p

se, 32 H
A

R
V. C

.R
.-C

.L
. L

. R
E

V. 275

（1997

）; R
ich

ard
 D

elgad
o, R

od
rigo’s F

ifteen
th

 C
h

ron
icle: R

a
cia

l M
ix

tu
re, 

L
a

tin
o-C

ritica
l S

ch
ola

rsh
ip

, a
n

d
 th

e B
la

ck
-W

h
ite B

in
a

ry, 75 T
E

X. L
. R

E
V. 1181

（1997

）; R
ich

ard
 D

elgad
o, R

od
rigo’s C

orrid
o: R

a
ce, 

P
ostcolon

ia
l T

h
eory, a

n
d

 U
.S

. C
ivil R

igh
ts, 60 V

A
N

D. L
. R

E
V. 1691

（2007

）; R
ichard D

elgado, R
od

rigo’s P
orten

t: C
a

liforn
ia

 a
n

d
 th

e C
om

in
g 

N
eocolon

ia
l O

rd
er, 87 W

A
SH. U

. L
. R

E
V. 1293

（2010

）.

（
１３０
）　S

ee D
E

R
R

IC
K B

E
L

L, C
O

N
F

R
O

N
T

IN
G A

U
T

H
O

R
IT

Y: R
E

F
L

E
C

T
IO

N
S O

F A
N A

R
D

E
N

T P
R

O
T

E
ST

E
R

（B
eacon P

ress 1994

）.

（
１３１
）　R

ichard D
elgado, T

h
e Im

p
eria

l S
ch

ola
r: R

efl
ection

s on
 a

 R
eview

 of C
ivil R

igh
ts L

itera
tu

re, 132 U
. P

A. L
. R

E
V. 561

（1984

）.

（
１３２
）　Id

. at 563.

（
１３３
）　Id

. at 567.

（
１３４
）　Id

.

（
１３５
）　C

hang, su
p

ra
 note 52 at 30.

（
１３６
）　Id

. at 30-31.

（
１３７
）　Id

. at 31.

（
１３８
）　O

L
IV

E
R W

. H
O

L
M

E
S, J

R., T
H

E C
O

M
M

O
N L

A
W

 1

（L
ittle, B

row
n and C

om
pany 1881

）.

（
１３９
）　W

ing, su
p

ra
 note 10 at 55; 

特
に
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
属
し
な
が
ら
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
全
て
同
じ
問
題
意
識
を
持
つ
と
考
え
る
の
は
、

一
種
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
で
あ
る
と
す
るK

ennedy

の
批
判
が
有
名
で
あ
る
。R

andall L
. K

ennedy, R
a

cia
l C

ritiqu
es of L

ega
l A

ca
d

em
ia

, 102 H
A

R
V. L

. R
E

V. 

1745, 1782-1785

（1989

）;

ま
た
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
独
自
の
視
点
の
存
在
を
疑
問
視
す
る
も
の
と
し
て
、S

ee D
aniel A

. F
arber &

 Suzanna Sherry, Tellin
g S

tories 

O
u

t of S
ch

ool: A
n

 E
ssa

y on
 L

ega
l N

a
rra

tives, 45 S
T

A
N. L

. R
E

V. 814

（1993
）.

（
１４０
）　K

ennedy, su
p

ra
 note 139 at 1771-1772.

（
１４１
）　Id

. at 1762.

九
七
五
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巻
二
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一
〇
八

（
１４２
）　D

A
N

IE
L A

. F
A

R
B

E
R &

 S
U

Z
A

N
N

A S
H

E
R

R
Y, B

E
YO

N
D A

L
L R

E
A

SO
N: T

H
E R

A
D

IC
A

L A
SSA

U
LT O

N T
R

U
T

H IN A
M

E
R

IC
A

N L
A

W
 52-71

（O
xford U

niversity P
ress 1997

）.
（
１４３
）　Id

.; D
E

L
G

A
D

O, su
p

ra
 note 4 at 90.

（
１４４
）　Steven G

. G
ey, T

h
e C

a
se A

ga
in

st P
ostm

od
ern

 C
en

sorsh
ip

 T
h

eory, 145 U
. P

A. L
. R

E
V. 225

（1996

）.

（
１４５
）　D

E
L

G
A

D
O, su

p
ra

 note 4 at 91-92.

（
１４６
）　F

A
R

B
E

R &
 S

H
E

R
R

Y, su
p

ra
 note 142 at 109.

（
１４７
）　R

obin D
. B

arnes, R
a

ce C
on

sciou
sn

ess: T
h

e T
h

em
a

tic C
on

ten
t of R

a
cia

l D
istin

ctiven
ess in

 C
ritica

l R
a

ce S
ch

ola
rsh

ip
, 103 H

A
R

V. L
. R

E
V. 1864, 

1870

（1990

）.

（
１４８
）　L

eslie G
. E

spinoza, M
a

sks a
n

d
 O

th
er D

isgu
ises: E

x
p

osin
g L

ega
l A

ca
d

em
ia

, 103 H
A

R
V. L

. R
E

V. 1878, 1879

（1990

）.

（
１４９
）　Id

. at 1885-1886.

（
１５０
）　D

E
L

G
A

D
O, su

p
ra

 note 4 at 90.

（
１５１
）　R

ichard D
elgado, C

h
ron

icle: R
od

rigo’s B
ook of M

a
n

n
ers: H

ow
 to C

on
d

u
ct a

 C
on

versa
tion

 on
 R

a
ce―

S
ta

n
d

in
g, Im

p
eria

l S
ch

ola
rsh

ip
, a

n
d

 

B
eyon

d
: B

eyon
d

 A
ll R

ea
son

: T
h

e R
a

d
ica

l A
ssa

u
lt on

 Tru
th

 in
 A

m
erica

n
 L

a
w

. B
y D

a
n

iel A
. F

a
rber a

n
d

 S
u

za
n

n
a

 S
h

erry, 86 G
E

O. L
. J. 1051, 

1072

（1998

）.

（
１５２
）　D

E
L

G
A

D
O, su

p
ra

 note 4 at 92.

（
１５３
）　H

utchinson, su
p

ra
 note 58 at1209.

（
１５４
）　W

ashington v. D
avis. 426 U

.S. 229

（1976

）; 

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の
警
察
官
採
用
試
験
に
お
い
て
、
不
当
に
多
く
の
黒
人
が
落
と
さ
れ
た
た
め
、
本
試
験
が
人
種
に
基

づ
き
黒
人
を
差
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
修
正
五
条
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
お
け
る
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
提
訴
さ
れ
た
事
件
。
法
廷
意
見
を
執
筆
し

たW
hite

裁
判
官
は
、
人
種
的
不
均
衡
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
、
差
別
的
な
目
的
あ
る
い
は
意
図
が
な
け
れ
ば
違
憲
と
な
ら
ず
、
本
試
験
は
そ
の
よ
う
な
目
的
あ
る
い
は
意
図

は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
１５５
）　C

harles R
. L

aw
rence III, T

h
e Id

, th
e E

go, a
n

d
 E

qu
a

l P
rotection

: R
eckon

in
g w

ith
 U

n
con

sciou
s R

a
cism

, 39 S
T

A
N. L

. R
E

V. 317

（1987

）.

（
１５６
）　Id

. at 319

（citing L
arry G

. Sim
on, R

a
cia

lly P
reju

d
iced

 G
overn

m
en

ta
l A

ction
s: A

 M
otiva

tion
 T

h
eory of th

e C
on

stitu
tion

a
l B

a
n

 A
ga

in
st R

a
-

cia
l D

iscrim
in

a
tion

, 15 S
A

N D
IE

G
O L

. R
E

V. 1041, 1097-1107

（1978

）; John H
. E

ly, T
h

e C
en

tra
lity

 a
n

d
 L

im
its of M

otiva
tion

 A
n

a
ly

sis, 15 S
A

N 

D
IE

G
O L

. R
E

V. 1155, 1160

（1978

）; K
enneth L

. K
arst, T

h
e C

osts of M
otive-C

en
tered

 In
qu

iry, 15 S
A

N D
IE

G
O L

. R
E

V. 1163, 1165

（1978

））.
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（
１５７
）　L

aw
rence, su

p
ra

 note 155 at 319.
（
１５８
）　Id

. at 319-320

（citing P
aul B

rest, F
orew

ord
: In

 D
efen

se of th
e A

n
ti-d

iscrim
in

a
tion

 P
rin

cip
le, 90 H

A
R

V. L
. R

E
V. 1, 43

（1976

）; T
heodore E

isen-

berg, D
isp

rop
ortion

a
te Im

p
a

ct a
n

d
 Illicit M

otive: T
h

eories of C
on

stitu
tion

a
l A

d
ju

d
ica

tion
, 52 N

.Y.U
. L

. R
E

V. 36, 57

（1977

））.

（
１５９
）　L

aw
rence, su

p
ra

 note 155 at 320-321.

（
１６０
）　Id

. at 321.

（
１６１
）　Id

. at 322.

（
１６２
）　Id

.

（
１６３
）　Id

.

（
１６４
）　Id

. at 322-323; 

こ
こ
で
い
うF

reud

の
理
論
と
は
、
人
間
の
精
神
は
、
個
人
が
良
い
あ
る
い
は
正
し
い
と
学
ん
で
き
た
も
の
と
対
立
す
る
思
想
、
願
望
、
信
条
を
認
識
す

る
こ
と
を
否
定
あ
る
い
は
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
り
、
罪
悪
の
不
安
か
ら
自
身
を
守
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
１６５
）　Id

. at 323.

（
１６６
）　Id

.; L
aw

rence

は
、
そ
の
例
と
し
て
、
た
と
え
子
ど
も
が
黒
人
の
劣
等
性
を
説
か
れ
る
こ
と
が
な
く
と
も
、
彼
は
他
者
の
態
度
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
学
ぶ

で
あ
ろ
う
と
い
う
例
を
挙
げ
て
い
る
。

（
１６７
）　Id

.

（
１６８
）　Id

. at 355-356.

（
１６９
）　Id

. at 324.

（
１７０
）　Id

.

（
１７１
）　K

elly G
lasheen &

 Tejal K
. P

atel, S
ym

p
osiu

m
 In

trod
u

ction
, 40 C

O
N

N. L
. R

E
V. 927

（2008

）.

（
１７２
）　C

harles L
aw

rence III, U
n

con
sciou

s R
a

cism
 R

evisited
: R

efl
ection

s on
 th

e Im
p

a
ct a

n
d

 O
rigin

s of “T
h

e Id
, th

e E
go, a

n
d

 E
qu

a
l P

rotection
”, 

40 C
O

N
N. L

. R
E

V. 931, 938-939

（2008

）.

（
１７３
）　Id

. at 939.

（
１７４
）　Id

. at 942.

（
１７５
）　Id

.
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（
１７６
）　Id

. at 944-946.
（
１７７
）　Id

. at 946.
（
１７８
）　Id

. at 946-947.

（
１７９
）　Id

. at 947; L
aw

rence

に
よ
る
と
、
最
高
裁
の
視
点
は
、F

reem
an

の
い
う
﹁
行
為
者
の
視
点
﹂
で
あ
り
、
こ
の
見
解
は
、
反
差
別
法
の
目
的
を
、
個
人
の
差
別
の
実
例

を
根
絶
す
る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
歴
史
的
現
実
を
否
定
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、﹁
犠
牲
者
の
視
点
﹂
は
、
我
々
の
特
定
の
差
別
の
歴
史
に
関
連
す
る
社
会
的
、
経
済
的
状
態

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。Id

.（fn. 46

）(citing A
lan F

reem
an, A

n
tid

iscrim
in

a
tion

 L
a

w
 from

 1954 to 1989: U
n

certa
in

ty, C
on

tra
d

iction
, 

R
a

tion
a

liza
tion

, D
en

ia
l, in

 T
H

E P
O

L
IT

IC
S O

F L
A

W
 285-311

（D
avid K

airys ed., B
asic B

ooks 3d ed. 1998

））; F
reem

an

も
、Law

rence

と
同
様
、差
別
が﹁
個
々

人
の
行
為
﹂
と
さ
れ
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
フ
リ
ー
マ
ン
・
前
掲
注
（
20
）
参
照
。

（
１８０
）　L

aw
rence, su

p
ra

 note 172 at 951.

（
１８１
）　M

ari J. M
atsuda, A

re W
e D

ea
d

 Yet? T
h

e L
ies W

e Tell to K
eep

 M
ovin

g F
orw

a
rd

 W
ith

ou
t F

eelin
g, 40 C

O
N

N. L
. R

E
V. 1035, 1040

（2008

）.

（
１８２
）　Id

.

（
１８３
）　R

ichard D
elgado &

 Jean Stefancic, In
trod

u
ction

 to C
R

IT
IC

A
L W

H
IT

E S
T

U
D

IE
S: L

O
O

K
IN

G B
E

H
IN

D T
H

E M
IR

R
O

R xvii

（R
ichard D

elgado &
 Jean Stefancic 

eds., Tem
ple U

niversity P
ress 1997

）.

（
１８４
）　Ian F. H

aney L
opez, W

h
ite by L

a
w

, in
 su

p
ra

 note 108 at 626.

（
１８５
）　Id

.; 

そ
れ
ゆ
え
、﹁
人
種
﹂
と
は
自
明
な
も
の
で
は
な
く
、
不
安
定
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。I A

N F. H
A

N
E

Y L
o
p
e
z, W

H
IT

E B
Y L

A
W

: T
he L

E
G

A
L C

O
N

ST
R

U
C

T
IO

N O
F R

A
C

E 

xiv

（N
ew

 York U
niversity P

ress 1996

）.

（
１８６
）　su

p
ra

 note 183.

（
１８７
）　Id

. at 1.

（
１８８
）　B

arbara J. F
lagg, “W

a
s B

lin
d

, B
u

t N
ow

 I S
ee”: W

h
ite R

a
ce C

on
sciou

sn
ess a

n
d

 th
e R

equ
irem

en
t of D

iscrim
in

a
tory In

ten
t, 91 M

IC
H. L

. R
E

V. 

955, 969

（1993

）.

（
１８９
）　B

A
R

B
A

R
A J. F

L
A

G
G, W

as B
L

IN
D, B

U
T N

O
W

 I S
E

E: W
H

IT
E R

A
C

E C
O

N
SC

IO
U

SN
E

SS &
 T

H
E L

A
W

 1
（N

ew
 York U

niversity P
ress 1998

）.

（
１９０
）　T

rina G
rillo &

 Stephanie M
. W

ildm
an, O

bscu
rin

g th
e Im

p
orta

n
ce of R

a
ce: T

h
e Im

p
lica

tion
 of M

a
kin

g C
om

p
a

rison
s B

etw
een

 R
a

cism
 a

n
d

 

S
ex

ism
 (or O

th
er -Ism

s), in
 su

p
ra

 note 108 at 648, 649.
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（
１９１
）　F

L
A

G
G, su

p
ra

 note 189 at 2.
（
１９２
）　T

ransparency

は
、﹁
透
明
性
﹂
と
訳
す
も
の
で
は
あ
る
が
、そ
の
よ
う
に
訳
す
と
言
語
の
意
図
が
伝
わ
り
に
く
い
た
め
、本
稿
で
は
﹁
無
自
覚
性
﹂
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
。

拙
稿
・
前
掲
注
（
１０４
）・
二
八
二
頁
（
脚
注
二
三
二
）
参
照
。

（
１９３
）　H

A
R

L
O

N L
. D

A
LT

O
N, R

A
C

IA
L H

E
A

L
IN

G; C
O

N
F

R
O

N
T

IN
G T

H
E F

E
A

R B
E

T
W

E
E

N B
L

A
C

K
S &

 W
H

IT
E

S 110

（A
nchor B

ooks 1995

）; A
m

y D
eV

audreuil, R
eview

 E
ssa

y: 

S
ilen

ce a
t th

e C
a

liforn
ia

 L
a

w
 R

eview
: S

ilen
ce a

t B
oa

lt H
a

ll: T
h

e D
ism

a
n

tlin
g of A

ffi
rm

a
tive A

ction
 B

y A
n

d
rea

 G
u

errero, 91 C
A

L
IF. L

. R
E

V. 

1183, 1205
（2003

）; M
elissa H

art, S
u

bjective D
ecision

m
a

kin
g a

n
d

 U
n

con
sciou

s D
iscrim

in
a

tion
, 56 A

L
A. L

. R
E

V. 741, 749

（2005

）.

（
１９４
）　Stephanie M

. W
ildm

an, T
h

e P
ersisten

ce of W
h

ite P
rivilege, 18 W

A
SH. U

. J. L
. &

 P
O

L
’ Y 248

（2005

）.

（
１９５
）　F

L
A

G
G, su

p
ra

 note 189 at 4.

（
１９６
）　Id

.

（
１９７
）　Id

.

（
１９８
）　Id

.

（
１９９
）　Id

. at 8; 

制
度
的
レ
イ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
オ
ル
カ
（
森
千
香
子
訳
）﹃
レ
イ
シ
ズ
ム
の
変
貌
﹄（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
三
七

－

三
八
頁
参
照
。

（
２００
）　F

L
A
G
G, su

p
ra

 note 189 at 9.

（
２０１
）　Id

.

（
２０２
）　

レ
ヴ
ィ
ン
・
前
掲
注
（
１０４
）・
八
七
頁
。

（
２０３
）　

レ
ヴ
ィ
ン
・
前
掲
注
（
１０４
）・
八
七
頁
。

（
２０４
）　R

ichard D
elgado, Tw

o W
a

ys to T
h

in
k A

bou
t R

a
ce: R

efl
ection

 on
 th

e Id
, th

e E
go, a

n
d

 O
th

er R
eform

ist T
h

eories of E
qu

a
l P

rotection
, 89 G

E
O. 

L
. J. 2279, 2280

（2001

）(citing F
red Shapiro, T

h
e M

ost-C
ited

 L
a

w
 R

eview
 A

rticles R
evisited

, 71 C
H

I-K
E

N
T L

. R
E

V. 751, 775

（1996

））; 

な
お
、
二
〇
一

〇
年
一
二
月
の
時
点
に
お
い
て
、L

aw
rence

論
文
の
サ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
をL

E
X

IS
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
一
五
六
二
件
ヒ
ッ
ト
し
た
。

（
２０５
）　Id

. at 2280; 

他
に
も
、B

rennan

裁
判
官
やB

lackm
un

裁
判
官
が
、M

cC
leskey v. K

em
p

の
反
対
意
見
に
お
い
て
、
引
用
し
て
い
る
な
ど
、L

aw
rence

論
文
は
様
々

な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。L

aw
rence, su

p
ra

 note 172 at 948

（fn. 48

）.

（
２０６
）　G

lasheen &
 P

atel, su
p

ra
 note 171 at 927.

（
２０７
）　D

elgado, su
p

ra
 note 204 at 2280.
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（
２０８
）　Id

. at 2280-2281.
（
２０９
）　Id

. at 2282.
（
２１０
）　Id

. at 2283.

（
２１１
）　

た
と
え
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
や
南
西
部
の
白
人
系
の
入
植
者
は
、
彼
ら
が
メ
キ
シ
コ
の
土
地
や
鉱
山
採
掘
権
を
切
望
す
る
と
き
に
の
み
、
メ
キ
シ
コ
系
の
劣
等
性
と
い
う

観
念
を
流
布
し
た
。Id

.

（
２１２
）　Id

. at 2284.

（
２１３
）　Id

.

（
２１４
）　Id

. at 2285-2286.

（
２１５
）　Id

. at 2286.

（
２１６
）　Id

. at 2287.

（
２１７
）　Id

. at 2288.

（
２１８
）　Johnson, su

p
ra

 note 75 at 720.

（
２１９
）　Id

.

（
２２０
）　C

atherine Sm
ith, U

n
con

sciou
s B

ia
s a

n
d

 “O
u

tsid
er” In

terest C
on

vergen
ce, 40 C

O
N

N. L
. R

E
V. 1077, 1079

（2008

）; 

た
と
え
ば
、Sm

ith

は
、﹁
な
ぜ
よ

り
多
く
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
は
、
ア
ラ
ブ
系
の
人
種
的
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
や
反
移
民
政
策
に
反
対
し
な
い
の
か
﹂、﹁
同
性
愛
の
権
利
を
擁
護
す
る
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
や
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
や
ラ
テ
ン
系
の
構
成
員
が
ど
こ
に
い
る
の
か
﹂、﹁
な
ぜ
大
部
分
は
白
人
の
同
性
愛
の
権
利
集
団
や
女
性
の
集
団
は
、
人
種
に
よ
る
ア
フ
ァ
ー

マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
計
画
を
よ
り
熱
心
に
擁
護
し
な
い
の
か
﹂
と
い
っ
た
指
摘
を
し
て
い
る
。

（
２２１
）　Id

. at 1080.

（
２２２
）　Id

. at 1084.

（
２２３
）　Id
. at 1084-1087.

（
２２４
）　Id

. at 1087-1089.

（
２２５
）　Id

. at 1089-1090.

（
２２６
）　Id

. at 1092.
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（
２２７
）　Id

.
（
２２８
）　Id

.
（
２２９
）　Id

. at 1092-1093.

（
２３０
）　Id

.

（
２３１
）　Id

.

（
２３２
）　S

ee R
ebecca T

sosie, E
n

ga
gin

g th
e S

p
irit of R

a
cia

l H
ea

lin
g W

ith
in

 C
ritica

l R
a

ce T
h

eory: A
n

 E
x

ercise in
 Tra

n
sform

a
tive T

h
ou

gh
t, 11 M

IC
H. 

J. R
A

C
E &

 L
. 21

（2005

）.

（
２３３
）　S

ee Jennifer H
ochschild, R

a
ce a

n
d

 C
la

ss in
 P

olitica
l S

cien
ce, 11 M

IC
H. J. R

A
C

E &
 L

. 99

（2005

）.

（
２３４
）　M

utua

は
、
観
念
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
傾
倒
に
つ
き
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
過
度
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
ポ

ス
ト
構
造
主
義
の
物
質
性
に
関
す
る
洞
察―

た
と
え
ば
、
人
間
を
、
物
質
的
存
在
、
物
質
的
世
界
に
具
現
化
し
た
も
の
と
理
解
す
る―

を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判

す
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
言
説
分
析
は
、
法
の
言
説
を
中
心
に
置
く
こ
と
を
促
す
が
、
そ
れ
自
体
は
、
人
種
の
構
成
に
お
け
る
重
大
な
特
徴
や
階
層
の
地
位
の

重
要
な
決
定
因
子
と
し
て
の
経
済
的
構
造
や
関
係
に
着
目
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、M

utua

は
、
白
人
の
文
化
的
支
配
を
克
服
し
、
黒
人
や
他
の
有

色
人
種
の
啓
発
を
促
進
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
戦
術
が
持
続
す
る
一
方
、
他
方
で
こ
れ
ら
の
努
力
は
、
抑
圧
を
作
り
出
し
た
物
質
的
な
、
階
層
化
さ
れ
た
、
経
済
的
な
構
造
や

資
源
配
分
へ
異
議
を
唱
え
る
た
め
の
、
人
種
間
や
抑
圧
の
類
型
の
間
の
連
携
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
。M

utua, su
p

ra
 note 3 at 383-394.

（
２３５
）　B

E
L

L, su
p

ra
 note 7 at 92.

（
２３６
）　T

ristin K
. G

reen, B
ook R

eview
: C

ritica
l R

a
ce R

ea
lism

: In
tersection

s of P
sych

ology, R
a

ce, a
n

d
 L

a
w

, 44 L
A

W
 &

 S
O

C
’ Y R

E
V. 187

（2010

）.

（
２３７
）　G

regory S. P
arks &

 Shayne E
. Jones, C

rim
in

a
l L

a
w

: “N
igger”: A

 C
ritica

l R
a

ce R
ea

list A
n

a
lysis of th

e N
-W

ord
 w

ith
in

 H
a

te C
rim

e L
a

w
s, 98 

J. C
R

IM. L
. &

 C
R

IM
IN

O
L

O
G

Y 1305, 1307-1310

（2008

）.

（
２３８
）　R

ichard D
elgado, F

orw
a

rd
 to C

R
IT

IC
A

L R
A

C
E R

E
A

L
ISM: I N

T
E

R
SE

C
T

IO
N

S O
F P

SYC
H

O
L

O
G

Y, R
A

C
E, A

N
D L

A
W

 xi

（G
regory S. P

arks et. al. eds., T
he N

ew
 P

ress 

2008

）.

（
２３９
）　E

m
ily M

.S. H
ouh, C

ritica
l R

a
ce R

ea
lism

: R
e-C

la
im

in
g th

e A
n

tid
iscrim

in
a

tion
 P

rin
cip

le T
h

rou
gh

 th
e D

octrin
e of G

ood
 F

a
ith

 in
 C

on
tra

ct 

L
a

w
, 66 U

. P
IT

T. L
. R

E
V. 455, 491

（2005

）.

（
２４０
）　G

regory S. P
arks, Tow

a
rd

 a
 C

ritica
l R

a
ce R

ea
lism

, in
 su

p
ra

 note 238 at 1.

九
八
一



批
判
的
人
種
理
論
（C

ritical R
ace T

heory

）
の
現
在

（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
二
号�

一
一
四

（
２４１
）　H

ow
ard S. E

rlanger, B
ook N

ote: L
a

w
 a

n
d

 R
a

ce, 34 L
A

W
 &

 S
O

C. I N
Q

U
IR

Y 516, 517

（2009

）; H
arvey G

ee, R
eview

 E
ssa

y: C
ross-R

a
cia

l E
yew

itn
ess 

Id
en

tifi
ca

tion
, Ju

ry In
stru

ction
, a

n
d

 Ju
stice: L

et’s G
et F

ree: A
 H

ip
-H

op
 T

h
eory of Ju

stice, 11 R
U

T
G

E
R

S R
A

C
E &

 L
. R

E
V. 70, 96

（2009

）.
（
２４２
）　P

arks, su
p

ra
 note 240 at 7.

（
２４３
）　R

achel F. M
oran, W

h
a

t C
ou

n
ts A

s K
n

ow
led

ge? A
 R

efl
ection

 on
 R

a
ce, S

ocia
l S

cien
ce, a

n
d

 th
e L

a
w

, 44 L
A

W
 &

 S
O

C
'Y R

E
V. 515, 546

（2010

）.

（
２４４
）　P

arks, su
p

ra
 note 240 at 5-6.

（
２４５
）　su

p
ra

 note 238 xv; P
arks, su

p
ra

 note 240 at 1.

（
２４６
）　P

arks &
 Jones, su

p
ra

 note 237 at 1306

（citing D
errick B

ell, R
a

cia
l R

ea
lism

, 24 C
O

N
N. L

. R
E

V. 363, 363-364

（1992

）; H
ouh, su

p
ra

 note 239 at 

457

）; B
ell

は
、
人
種
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、﹁
黒
人
が
、
彼
ら
の
声
や
憤
激
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
あ
て
に
で
き
る
法
的
・
社
会
的
仕
組
み
﹂
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ま

た
、
先
例
、
権
利
論
、
客
観
性
は
、
目
的
を
転
嫁
す
る
こ
と
に
仕
え
る
単
な
る
形
式
的
な
ル
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
、
形
式
主
義
者
に
対
す
る
リ
ア
リ
ス
ト
の
批
判
は
、
リ
ベ
ラ

ル
な
市
民
権
理
論
に
も
向
け
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。D

errick B
ell, R

a
cia

l R
ea

lism
, in

 D
E

R
R

IC
K B

E
L

L R
E

A
D

E
R 73, 76

（R
ichard D

elgado &
 Jean Stefancic eds., 

N
ew

 York U
niversity P

ress 2005
）.

（
２４７
）　P

arks, su
p

ra
 note 240 at 4, 7.

（
２４８
）　Id

. at 3; 

新
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
に
つ
き
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
マ
コ
ー
レ
ー
（
山
口
裕
博
訳
）﹁
新
リ
ー
ガ
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
対
旧
リ
ー
ガ
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
（
一
）、（
二
・
完
）﹂

桐
蔭
法
学
一
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
五
九
頁
、
同
一
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
六
七
頁
参
照
。

（
２４９
）　P

arks, su
p

ra
 note 240 at 3.

（
２５０
）　Id

. at 7.

（
２５１
）　

フ
リ
ー
マ
ン
・
前
掲
注
（
20
）
参
照
。

（
２５２
）　

レ
ヴ
ィ
ン
・
前
掲
注
（
１０４
）・
八
二
頁
。

（
２５３
）　

レ
ヴ
ィ
ン
・
前
掲
注
（
１０４
）・
八
〇
、
八
八
頁
。

九
八
二


